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1 事業概要 

 

本事業は、令和２年度から実施されてきた「障害者雇用・福祉施策の連携強化に関する検

討会」及び社会保障審議会障害者部会において議論されてきた「障害者総合支援法改正法

施行後 3 年の見直しについて」の中で、障害者の就労支援に関して、新たな就労アセスメント

の創設や障害者の就労を支えるための雇用・福祉施策の連携強化等の推進について方向性

が示されたことを受け、現在の就労系障害福祉サービスの利用者について、支援ニーズや

実際に受けている支援、それによる変化等の実態を整理するため、事業所及び利用者への

アンケート調査、ヒアリング調査を実施した。 

 

本事業の実施概要は以下のとおりである。 

令和４年７月 第１回検討委員会 

令和４年８月 第２回検討委員会 

令和４年９月 事業所調査 

令和４年１０月 事業所調査集計及び利用者調査対象の抽出 

令和４年１１月 利用者調査（対象利用者に関する事業所向け調査含む） 

令和４年 12月 第３回検討委員会 

令和５年２月 ヒアリング調査（事業所＋利用者） 

  第４回検討委員会 

令和５年３月 最終報告書まとめ 
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2 背景及び目的 

 

＜背景＞ 

〇障害者総合支援法改正法施行後 3年の見直しについて 
 
 R2年 11月より開催された「障害者雇用・福祉施策の連携強化に関する検討会」では、3つ
のワーキンググループを中心に議論が進められ、R3年 6月 8日には報告書が提出され、上
記検討会での議論を受け、R3 年 12 月 16 日には、社会保障審議会障害者部会より「障害
者総合支援法改正法施行後 3年の見直しについて 中間整理」が提出された。その中で、就
労支援に関しては、検討の方向性として下記が挙げられた。 
 新たな「就労アセスメント」の創設 
 一般就労中の企業における支援と就労系障害福祉サービスによる支援の連携 
 障害者の就労を支えるための雇用・福祉施策の連携強化等 
 これに加えて、就労継続支援 A 型については、その在り方や役割について、利用者や支援
内容の実態等を踏まえて整理を進める必要がある、と示された。 
 なお、本調査研究開始後に発表された「障害者総合支援法改正法施行後 3 年の見直しに
ついて 報告書（令和４年６月１３日）」においても、上記内容については記載、言及されている。 

 
〇令和３年度障害者総合福祉推進事業「就労継続支援Ａ型事業における就労継続及び一
般就労への移行支援の実態把握に関する調査研究」 
 
 上記の在り方や役割を検討するにあたっての基礎研究的な位置付けとして、令和３年度
「就労継続支援 A 型の実態調査」（以下、「R3A 型実態調査」という。）を、弊社が調査実施
した。 
 この調査においては、1,221 件（回答率 29.9%）から回答を得ることができ、一定以上、A
型の現状を表す結果を得ることができた。 
 なお、この R3A 型実態調査の結果は、基本的にサービスを提供する事業所側の意見を集
約したものとなる。しかし、この調査結果において、「事業所の支援内容と利用者ニーズは一
致しているのか？」という差異を感じる部分もあったことから、「利用者に直接取材し、ニーズ
や実際に受けている支援、それによる変化等の実態を把握すること」が今後の検討を進める
にあたって重要であり、また、これはA型だけに留まらず、機能が重なりを見せ始めている現
在の就労系障害福祉サービス全般の課題として、就労移行支援・就労継続支援 B 型も含め、
関係性とあわせて把握することが重要だと考えた。 
 

＜目的＞ 

 上記のような背景から、本調査研究事業では、現在の就労系障害福祉サービスの利用者

について、支援ニーズや実際に受けている支援、それによる変化等の実態を整理することを

目的とする。  
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3 実施内容 

本事業は先述の目的を果たすために、大きく次の３点を実施し取り進めた。 

① 有識者検討委員会の設置 

② アンケート調査（事業所＋利用者） 

③ ヒアリング調査（事業所＋利用者） 

 

＜全体の流れ＞ 

全体の流れは下記のとおりである。 

【全体の流れ】 
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3.1 検討委員会の設置・実施 

本研究事業を推進するにあたり、有識者等による検討委員会を設置し、検討委員会を

４回実施した。 

 

【検討委員会名簿】 

 

  

【委員】　◎は委員長
NO 所属・役職 氏名

1
埼玉県立大学　保健医療福祉学部
教授

◎ 朝日 雅也

2
早稲田大学　人間科学学術院　人間科学部
教授

岩崎 香

3
一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会
常務理事兼事務局長

又村 あおい

4
一般社団法人日本メンタルヘルスピアサポート専
門員研修機構　理事

内布 智之

5
一般社団法人日本発達障害ネットワーク
副理事長

大塚 晃

6
社会福祉法人つかさ会
理事長

志賀 正幸

7
社会福祉法人 加島友愛会
専務理事

酒井 大介

【オブザーバー】

1
厚生労働省社会・援護局
障害保健福祉部障害福祉課　課長補佐

日髙 幸哉

2
厚生労働省社会・援護局
障害保健福祉部障害福祉課　就労支援専門官

大工 智彦

3
厚生労働省職業安定局
障害者雇用対策課　課長補佐

冨安 知翔

【事務局】

1 株式会社インサイト　代表取締役 関原 深

2 株式会社インサイト　取締役 北野 喬士

3 株式会社インサイト　客員研究員 芦川 英嗣

※順不同、敬称略
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3.2 アンケート調査結果 

3.2.1 事業所調査 

＜調査仕様＞ 

➢ 調査方法： 【事業所票】 Webアンケート方式   

  【ケース票】 Excel調査票をメール提出 

  【ID管理票】 Excel調査票に記入し事業所で保管 

➢ 連絡方法：厚労省より指定権者（都道府県・政令・中核）に調査協力を依頼 

       →各事業所に連絡 

➢ 調査期間：2022/9/21（水）～2022/10/12（水） 

➢ 配布数：21,890件（事業別内訳は下表のとおり） 

➢ 回収数（回収率）：4,256件（１９．４%） 

➢ 調査内容 

 【事業所票】【ケース票】の２種類の調査に回答、【ＩＤ管理票】については、利用

者調査に協力いただく際に必要な情報を記載いただいた。 

 【ＩＤ管理票】は調査対象利用者をＩＤで紐づけ、利用者調査の際に各事業所が

無作為抽出された調査対象利用者を判別するために使用。 

【事業所票】 

 Q1～Q８：基本属性 

・ 事業所番号、法人格、法人名、事業所名、実施事業、事業所指定の形

態、設立年、就労定着支援事業の実施有無（同一法人内） 

 Q9～Q15：事業所情報 

・ 定員数、利用（登録）者数、1 日平均利用者数、平均利用年数、利用者

の平均年齢、利用者の主な障害種別と人数、一般就労希望者数、直近

2 年間の利用終了者の移行先と人数、支援員数、賃金（工賃）向上達

成指導員数、生産活動専門職員数、利用者の平均賃金（月額）、A型ス

コア点数（各項目）、利用者の平均工賃（月額）、就労定着率 

 Q16～Q22：支援方針、利用者の希望に対する対応等 

・ 支援方針として重視する事項、本人の希望の確認方法・把握するため

の工夫、希望の変化、希望と見立てとの差異が生じる割合、差異があ

る場合の対応（支援の見直し・他機関連携・既存の支援での対応状況・
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対応不可の頻度・他事業所への移行）、希望に応じた支援実施におけ

る課題 

【ケース票】  

 Q1～Q5：利用者情報 

・ 事業所番号、利用者 ID、年代、性別、障害の種類、障害支援区分、利

用している就労系事業 

 Q6～７：事業所が把握している本人の希望 

・ 本人が「利用開始当初」・「現在」実現したいと思っていること 

【ID管理票（事業所保管）】  

・ 事業所番号、事業所名、利用者 ID（ケース票と一致）、利用者名 

 

◎ 使用文言の定義 

本章以後使用されている、利用者の「ニーズ」と「ウォンツ」という文言については、便

宜的に以下のとおり区別して使用している。 

➢ 「ニーズ」 ： 個別支援計画の作成時等のタイミングで事業所が利用者本人から 

        聞き取った、利用者本人の希望を実現するために必要であると事業 

        所側が認識していること 

➢ 「ウォンツ」 ： 利用者本人が希望していること 
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◆ 調査結果 

 法人格 

就労移行支援では、「株式会社・有限会社・合同会社」が 255件（48.4%）と約半数とな

っている。次いで、「社会福祉法人」が 141件（26.8%）であった。 

就労継続支援 A型はさらにその傾向が強く、「株式会社・有限会社・合同会社」が 549

件（63.9%）と高い割合を占めている。次いで、「社会福祉法人」120件（14.0%）「NPO

法人」113件（13.2%）であった。 

就労継続支援 B型は、「社会福祉法人」が 1,198件（41.7%）と最も高く、次いで「NPO

法人」727件（25.3%）「株式会社・有限会社・合同会社」701件（24.4%）であった。 
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 実施事業 

実施事業については、母数の多い就労継続支援 B型が 2,870件（67.4％）と多く、次いで

就労継続支援 A型が 859件（20.2%）、就労移行支援は 527件（12.4%）の構成となっ

ている。 

 
 事業所指定の形態 

事業所指定の形態は、単独型が多く 2,918件（68.6％）、多機能型が 1,338件（31.4％）

であった。多機能型の形態としては、就労移行支援では就労継続支援 B型の多機能が 166件

（42.3％）と多く、就労継続支援A型では同じ就労継続支援 A型との多機能、及び就労継続支

援 B型との多機能としている事業所がほぼ同じ 140件程度で 40％強あった一方、就労継続支

援 B型では生活介護との多機能という回答が 631件（44.1％）と最も多かった。 
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 設立年 

全体では 2011年（H23）以降から 200件を超えはじめ、全体の 2,797件（66.6％）とな

っているが、個別で見ると就労移行支援では、2006年（H19）以降から増え始め 89.3％（461

件）を占めており、就労継続支援A型でも 2007年（H19）以降が 95.3％（2,797件）、就労

継続支援 B型は 2006年（H23）以降が 79.3％（2,248件）と、おおむね 2006年以降設立

の事業所の割合が多くなっている。 
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 就労定着支援事業の実施有無（同一法人内） 

就労定着支援事業の実施は、特に就労移行支援が多く「有」が 61.9％（326件）あった。

就労継続支援 A型・B型では１０％強程度だが、件数ベースで見ると、全体数が多い就労

継続支援 B型でも 300件あった。 
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 利用者について 

定員数については、就労継続支援 A型では１6～２０名が 6割程度と最も多く、20名以

内の事業所が就労継続支援 A型全体の 93％程度、就労継続支援 B型ではは１6～２０名

が 57.2％を占めたが、それ以上の２１～30名、31名以上の事業所も１０％強あった。就労

移行支援では１～１０名が半数を超えており、次いで 16～２０名が 4割弱となっている。 

利用登録者数では、どの事業も 30名以内が大半となっており、就労継続支援 A型で８

５％、就労継続支援 B型で７８％、就労移行支援では９４％が 30名以内の登録者数であっ

た。 
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1日当たりの平均利用者数に関しては、利用登録者数とクロス集計し利用率で分析したと

ころ、就労継続支援A型では、利用率 71％以上の合計が 80.2％で 3事業の中で最も高

く、次いで就労移行支援が計 68.1％、就労継続支援 B型は計 61.9％だった。一方で、就

労継続支援 B型は利用率 0～50％の割合も 10.7％で 3事業の中で唯一１０％を超えて

いるという特徴があった。 

 

 



17 

 

利用者の平均利用年数は、就労継続支援 A型では 10年以内が９０％以上など、どの事

業でも多くなっているが、就労継続支援 B型になると平均 20年以上という事業所も

5.5％あった。就労移行支援では、事業の制度上の枠組みによるものと思われる 2年以内

という回答が 86.7％と多くなっている。 
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利用者の平均年齢は、就労継続支援 A型では２５～５０歳に９５％弱が集中している。就

労継続支援 B型では平均 30歳以上という回答が多く、特に 30～50歳に８０％弱が集中

し、50歳以上という回答も１５％程度あった。 

就労移行支援では、１８～４０歳という事業所が９０％となっており、他 2つよりも平均年

齢が若い傾向がある。 
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 一般就労希望者数 

就労移行支援では、事業の性質からか 21名以上という回答が１6.1％あった。就労継続

支援A型・B型では 5名以下が比較的多かったが、就労継続支援A型では 21名以上と

いう回答も５．１％あり、定員数の分布と比較してみてもA型から一般就労を目指す希望者

が多い事業所も一定数あることがわかった。 
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 直近 2年間の利用終了者の移行先と人数 

就労継続支援 A型からの移行先としては、一般就労が最も多く、次いで他の就労継続支

援A型・Ｂ型となっており、移行した人数は、おおむね 5名以内が多い。 

就労継続支援 B型では、他の就労継続支援 B型へ移動するケースが最も多く、次いで

一般就労、在宅となっており、就労移行支援への移動は最も少ない。 

就労移行支援では、こちらも事業の性質によるところが大きいと思われるが、一般就労の

件数が最も多く、次いで就労継続支援 B型、A型の順となっている。 
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 職員数について 

各事業所の職員数に関しては、どの事業でも 10名以下の事業所が大半となっており、賃

金（工賃）向上達成指導員数については 1名配置の事業所がほとんどで、3名以上はどの

事業でもほぼない。生産活動専門職員数に関しては、就労継続支援 A型と就労移行支援

では 1名配置がほとんどで、就労継続支援 B型のみ 5名程度のところまであり若干多い傾

向があった。 
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 利用者の平均賃金（月額） （就労継続支援 A型のみ回答） 

70,00１円～80,000円が 25.7％と最も多く、6～8万円の間に全体の 65％弱が集中

しているが、20万/月を超える事業所も 4.3％（39件）ある。一方、1～10,000円という事

業所が 7.0％（64件）、1～30,000円で合計すると、123件（1３.4％）あった。なお、0以

下という回答は、０という回答及び無回答を含んでいる。 
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 A型スコア 

A型スコア点数の回答から、就労継続支援 A型での平均労働時間は、4ｈ～4.5ｈ/日が

約半数の 51.4％、4ｈ～6ｈ/日に全体の 85％弱が集中していた。生産活動の収支状況に

ついては、過去 2年度連続赤字（収支＜賃金総額）という事業所が最も多く 41.3％だった

ことは注目すべき点で、次いで過去 2年度連続黒字（収支＞賃金総額）が 39.9％となって

おり、年次的に一定程度コロナ禍の影響もあるかもしれないが、赤字・黒字が二極化してい

る状況が見て取れた。 

また、地域連携活動については、75％以上の事業所が実施しているという回答だった。 
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 利用者の平均工賃（月額） （就労継続支援 B型のみ回答） 

平均工賃は、1万 5千円未満が５３．０％と半数を超え、3万円以上の事業所は 10％弱

であった。 

報酬体系に関しては、約 6割が平均工賃月額に応じた報酬体系を選択している。 
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 就労定着率 （就労移行支援のみ回答） 

就労定着率は、5割以上が 56.5％で半数以上の回答を占めたが、１割台にとどまってい

る事業所が 7.8％（４６件）あった。 
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 利用者への支援方針として事業所として重視する事項 

就労継続支援 A型では、加重平均で見た場合「体調を安定させてはたらき続けるための

就業環境整備や個別の配慮」4.51ｐtで最も高く、次いで「安心して通える居場所や利用者

同士の関係性の構築」が 4.36ｐt、「はたらく上で必要な職場のマナー、対人スキル、職業ス

キルの習得」が 4.24ｐt となっており、利用者が職場で安心・安定してはたらき続けられるた

めの支援が重視されていることがわかる。 
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就労継続支援 B型では、 加重平均で見た場合「安心して通える居場所や利用者同士の

関係性の構築」4.64ｐで最も高く、次いで「体調を安定させてはたらき続けるための就業環

境整備や個別の配慮」が 4.49ｐとこの 2項目が特に高い。一方、「一般就労の実現に向け

た就職活動支援や就職後の定着支援の充実」2.93ｐと、就労 Bでは他の場所への就職に

関する支援はあまり重視している事業所がないという結果となった。 
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就労移行では、加重平均で見ると「はたらく上で必要な職場のマナー、対人スキル、職業

スキルの習得」が 4.59ｐ、「一般就労の実現に向けた就職活動支援や就職後の定着支援の

充実」 が 4.57ｐと高く、やはり就職に向けた支援が特に重視されている。 

そのほか、「体調を安定させてはたらき続けるための就業環境整備や個別の配慮」（4.4

ｐ）や「安心して通える居場所や利用者同士の関係性の構築」（4.25ｐ）も高く、事業所内で

のはたらく環境整備についてもよく重視されている項目であることがわかる。 
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 個別支援計画の策定やモニタリング時などに、どのように本人の希望を確認しているか 

希望の確認方法（複数回答）は面談が最も多く 30.7％、次いで日常会話が 27.3％とな

っており、面談の頻度では「半年に 1回程度」が５４．３％で最も多かった。半年という期間は

制度上のモニタリングのタイミングであることが多いため、個別支援計画の更新とあわせ、

希望を確認しているものと思われる。 
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 利用者の希望について、明確に表出されていないものも含めて、的確に本人の希望を把握

するための工夫（自由回答） 

回答数が 3,421件と多大な数があるため、以下にはテキストマイニングによる集計結果

を示した。円の大きいものでキーワードの数の多さを視覚的に示し、各ワードの関係性を線

で示しているが、この中では、「本人」に関連し「面談」「希望」「利用」「把握」に、「日常」「会

話」が関連し、面談や日常会話で希望の把握をしていることや、「家族」「職員」「共有」などか

ら「情報」が聞き取られていることや、関係機関からの情報共有などもあるように示されてい

る。 
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 利用者の希望について、貴事業所での支援を受けたことにより、利用開始当初と変わる割合

はどの程度あるか 

就労移行支援では、「ほとんどの利用者が変わる」と「半数程度は変わる」の合計が 733

件（74.9％）と多くなっている。就労継続支援 A型及び B型でも「半数程度は変わる」は 4

割程度あったが、「あまり変わることがない」も同様に 4割程度ある結果となっている。 
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 個別支援計画等の方針について、利用者の希望と事業所の見立てで差異が生じる割合は

どの程度あるか 

就労移行支援では、差異が生じてる割合が 3割程度と他の 2事業よりも１０％程度多

い。全体としては「あまり差異が生じることはない」が多く、70.3％と最も多かった。 
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 ＜利用者の希望と事業所の見立てを踏まえた個別支援計画等の支援方針に、差異がある

場合の対応について＞ 

希望を最大限実現できるよう、支援の内容や方法を見直すことが、どのくらいあるか 

就労継続支援 A型及び B型の傾向はほぼ同じで「頻繁にある」「たまにある」を合わせた

回答が 7割超程度だが、就労移行支援のみ同割合が 85％を超えており、支援の見直しを

行っている事業所の割合が比較的多い傾向が見られる。 
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 ＜利用者の希望と事業所の見立てを踏まえた個別支援計画等の支援方針に、差異がある

場合の対応について＞ 

希望に添えるよう、他機関・地域で連携を図って対応することが、どのくらいあるか 

就労継続支援 A型及び B型の傾向はほぼ同じで「頻繁にある」「たまにある」を合わせた

回答が 7割超程度だが、就労移行支援のみ同割合が 85％を超えており、他機関協働によ

り対応している事業所の割合が比較的多い傾向が見られる。 
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 ＜利用者の希望と事業所の見立てを踏まえた個別支援計画等の支援方針に、差異がある

場合の対応について＞ 

希望に対し既存の支援の枠内で対応できることが、どのくらいあるか 

全体では「頻繁にある」「たまにある」を合わせた回答が 86.2％あり、大部分が既存の支

援の枠内で対応できている状況という回答だった。中でも、就労移行支援では 92.1％と高

く、既存の支援の枠組みで多くの希望に対し対応できているという結果となった。 
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 ＜利用者の希望と事業所の見立てを踏まえた個別支援計画等の支援方針に、差異がある

場合の対応について＞ 

希望を聞いた上で、アセスメント等専門的見地から、対応はむずかしいと決定することがど

のくらいあるか 

全体では「頻繫にある」という回答は 3.0％と少なく、「たまにある」が 48.4％と最も多か

った。一方、「あまりない」以下も合わせて 48.7％と半数程度あり、事業所として対応できな

いと判断する場面はそれほど多くないということが推定できる。 
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 ＜利用者の希望と事業所の見立てを踏まえた個別支援計画等の支援方針に、差異がある

場合の対応について＞ 

希望に対応・実現できなかった場合、その利用者が他の事業所へ移るケースはどのくらいあ

るか 

全体では「頻繁にある」「たまにある」を合わせた回答は 25.3％でそれほど多くない一方、

「全くない」が 19.0％（809件）あり、希望が実現されなくても事業所を移るまで至っていな

いケースが多いと思われる。この中では、就労移行支援のみ「頻繁にある」「たまにある」を合

わせた回答が 3割弱と若干多い傾向が出ている。 
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 利用者の希望に応じた支援を実施する上での課題（自由回答） 

回答数が 2,436件と多大な数があるため、以下にはテキストマイニングによる集計結果

を示した。円の大きいものでキーワードの数の多さを視覚的に示し、各ワードの関係性を線

で示しているが、この中では、「本人」に関連し「支援」「希望」「利用」に、「作業」「内容」「提

供」「課題」「難しい」などがつながり、その外延に「連携」「機関」などで事業所外への「相談」

があるように見られる。そのほか、自己理解・評価と言ったワードや現実・ギャップ、体調・安

定など本人自身の課題と思われるデータが分布している。 
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 「利用者向け調査」への協力可否 

「利用者向け調査」への協力可否 71.7％の事業所が「可」と回答があった。この中から、

次項の利用者調査への協力依頼をセグメント別に無作為抽出し 874事業所へ送付した。 
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3.2.2 利用者調査 

＜調査仕様＞ 

➢ 調査方法： 【利用者調査票】 紙面またはWebアンケート方式 

 【利用者情報票】 Webアンケート方式（対象利用者に関する属性 

情報等を協力事業所に対し提供依頼） 

➢ 調査対象（抽出方法） 

① 事業所調査において利用者調査への協力可否について「可」の回答だった

3,053 事業所のうち、事業種別+利用者の主な障害種別（身体障害、知的

障害、精神障害、発達障害、高次脳機能障害、難病）でセグメント分け 

② 回答に協力いただく利用者を事業所が恣意的に指定できないよう、上記セ

グメント別に 1 事業所当たり 1～7 名の調査対象利用者を、事業所調査で

収集した利用者 IDから無作為抽出 

➢ 連絡方法： 【利用者調査票】 上記対象者が利用する事業所 874カ所を通じて 

  本人宛に依頼文等を配布（事業所より手渡しまたは 

  郵送） 

 【利用者情報票】 上記利用者調査の依頼に合わせ、協力事業所に対

し情報提供を依頼 

➢ 調査期間：2022/11/7（月）～2022/11/25（金） 

➢ 配布数： 874事業所 3,397人 

➢ 回収数（回収率）：2,022件（59.5%）  

➢ 調査内容 

【利用者調査票】 

 Q1～Q６：基本情報 

 事業所番号、利用者 ID、事業種別、年代、性別、居住状況 

 Q７～Q10：利用の経緯等について 

 直近の通所先、利用の経緯・理由、利用開始当初のウォンツ 

 Q１１～Q15：現在の仕事等について 

 現在のウォンツ、現在の仕事・訓練、仕事に対する支援、支援に対す

る満足度、希望する支援 

 Q16～24：賃金・工賃、勤務時間について 

 １週当たりの労働日数、１日当たりの労働時間、調査前月の工賃・賃

金の額、障害年金の等級、労働時間に対する満足度、希望する労働

日数・時間、工賃・賃金に対する満足度、希望する工賃・賃金の額 

 Q25～27：一般就労に向けた支援について 

 一般就労に向けて受けている支援、支援に対する満足度、希望する

支援 
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 Q28～30：体調管理や人間関係などの支援について 

 体調管理や人間関係などに関して受けている支援、支援に対する満

足度、希望する支援 

 Q31～35：事業所での居場所や仲間づくりについて 

 現事業所は自分らしく過ごせる居場所だと思うか、事業所や同僚へ

の信頼感、居場所づくり・仲間づくりに関して受けている支援、支援

に対する満足度、希望する支援 

 Q36～37：現在の事業所に対する印象について 

 事業所への相談の有無・頻度・対応、相談の希望、現在の事業所に

通ってよかったと思うか・その理由、利用者自身の変化 

 Q39～41：今後の希望について 

 就労に関する今後の希望・実現したい時期・実現したいこと、就労を

通じてできるようになりたいこと、今後希望する暮らし 

 Q41～42：アンケートの回答方法 

 アンケートの回答方法、補助者、支援の度合い 
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◆ 調査結果 

 事業種別・年齢・性別 

回答利用者の利用している事業種別は、就労継続支援A型・B型がともに７００件弱で４

０％弱ずつ、就労移行が４００件強となった。 

回答者の年齢は、全体と就労継続支援 A型では 20～64才に約９割が集中している

が、就労移行支援では 18～59才に 98.8％、就労継続支援 B型では 20～64才が

85.0％で、６５歳以上に 13.1％と、事業によりコアの年齢層が異なる結果となっている。 

また、性別については、どの事業でも、男性が６５％前後と多くなっている。 
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 あなたは今、だれといっしょに住んでいますか？ 

全体では家族と同居が 70.1％で最も多く、次いでひとり暮らし（１8.2％）だった。ひとり

暮らしは就労継続支援 A型・B型で２割前後と多く、就労移行支援では約８割が家族同居

だった。 

 



 

 

 今の事業所ではたらくすぐ前に、かよっていた場所はどこですか？ 

就労移行支援と就労継続支援 A型で「会社など（就職）」が３割前後と多く、全体でも

24.5％で最も多い。一方、就労継続支援 B型では他の B型事業所からという回答が

19.5％と最も多かった。次いで自宅という答えが多いが、就労移行支援と就労継続支援 B

型では「特別支援学校」が１５％前後あった。特に就労移行支援では、大学が 4.6％、普通学

校及び専門学校がともに 3.4％と、特別支援学校以外の教育機関からの割合も一定程度

あった。 

 

 



 

 

 

 



 

 

 今かよっている事業所はどのようにして知りましたか？ 

相談支援事業所からの紹介が全体では 31.5％で最も多く、各事業でも多くなっている。

就労移行支援では学校、家族、自分で調べたという割合がいずれも１４％前後で比較的多

く、就労継続支援 A型では、ハローワークで見つけた割合が最も多く 35.9％だった。 
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 今かよっている事業所ではたらきたいと思ったのはどんな理由ですか？ 

全体では「1.見学したり仕事を体験してみて、よいと思ったから」が 34.7％で、全事業で

も最も多い回答だった。就労移行支援では「4.はたらくための技術が身につきそうだったか

ら」が 23.6％で 2位になっており、１.と２.で半数以上の割合を占めている。 

就労継続支援 A型・B型では「2.自分のやりたい仕事ができると思ったから」が２位で、

いずれの事業でも１５％前後だった。 
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 今かよっている事業所に「かよいはじめた頃」、ここでどんなことをしたいと思っていました

か？ 

 利用開始当初の本人の希望については、全体では各選択肢おおむね１３～１８％で大きな差

がなかった。就労移行支援では「6.会社などに就職したかった」が 25.8％で最も多く、次い

で「5.はたらくための技術を身につけたかった」が 23.3％で、就労継続支援 A型では「4.

お金（工賃・賃金）をかせぎたかった」が２４．3％で最も多く、次いで「3.体調をくずさないよ

うにはたらきたかった（20.9％）」「2.仕事をして生きがいを見つけたかった（18.7％）」が多

かった。就労継続支援 B型では、「１.自分の居場所や仲間をつくりたかった」～「4.お金（工

賃・賃金）をかせぎたかった」がすべて２０％前後で大きな特徴は出なかった。 
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 今は、ここでどんなことを「一番やりたい」と思っていますか？ 

現在の本人の希望については、全体では「3.体調をくずさないようにはたらきたい」が

28.3％で最も多く、次いで「6.会社などへの就職をめざしてはたらきたい」が 19.8％だっ

た。就労移行支援では「 6.会社などへの就職をめざしてはたらきたい」が 42.6％で突出し

て多かった。就労継続支援A型・B型では「3.体調をくずさないようにはたらきたい」が

30％を超えて最も多く、次いで「4.お金（工賃・賃金）をかせぎたい」が２0％前後となってい

る。 
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 あなたは、ふだん事業所でどんな仕事や訓練をしていますか？ 

全事業で「その他の軽作業」が最も多いが、就労 Aでは「施設外就労」が 10.2％「検査・

検品」「内職」「梱包・箱詰め」が７％前後が続く。就労移行では２位が「建物の中のそうじ」で

8.4％、就労 Bでは「内職」が 10.5％で２位となっている。 
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 仕事をはじめるときや、はじめる前に、スタッフさんからどんなことをしてもらいましたか？ 

全体では「1.わかりやすく仕事を教えてもらった」が３０.5％で最も多く、以下「2.うまく仕

事をする工夫を教えてもらった」～「4.仕事をするのに必要な知識を教えてもらった」が２

０％弱で並んでいる。 

就労移行支援では「1.わかりやすく仕事を教えてもらった」が 22.9％で最も多いが、「3.

はたらく時のルールやマナーを教えてもらった」が 22.5％、「4.仕事をするのに必要な知識

を教えてもらった」が 19.7％と同程度だった。就労継続支援 A型では、ほぼ全体と同じ割

合だった「1.わかりやすく仕事を教えてもらった」が 31.6％、「2.うまく仕事をする工夫を教

えてもらった」～「4.仕事をするのに必要な知識を教えてもらった」が２０％弱で並んでいる。

就労継続支援 B型でも、「1.わかりやすく仕事を教えてもらった」が 34.4％と最も多く、次

いで「3.はたらく時のルールやマナーを教えてもらった」が 17.6％となっている。 
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 今の仕事や訓練には、どれぐらい満足していますか？ 

全体では、「1.とても満足している＋2.満足している」（以下「満足率」という。）が 62％

で、「4.不満がある+5.とても不満がある」（以下「不満率」という。）は 4.8％だった。 

事業別では、就労継続支援 A型の満足率が 57.6％、不満率が 6.5％と、他の２事業よ

りも若干不満の割合が多い。 

加重平均で見ると、就労継続支援 B型が 3.94ｐで最も高く、全体では 3.87ｐだった。 

 

 
 

〇 加重平均による満足度 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q  仕事 訓練の満足度 3.87 3.92 3.77 3.94
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 仕事や訓練について、してみたい、してほしいと思うことはどんなことですか？ 

全体では「10.特にしてみたい、してほしいことはない」が 17.9％で最も多く、就労継続支

援A型・B型ではともに 20％弱で多くなっている。 

就労移行支援では「2.もっと就職の役に立つ技術を身につけたい」が 23.7％で最も多

く、次いで 「3.今までやったことがない仕事をしてみたい」が 18.2％となっている。 

就労継続支援 A型・B型では「3.今までやったことがない仕事をしてみたい」がともに１

６％強で２番目、「2.もっと就職の役に立つ技術を身につけたい」が次に続いている。 
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 先月は、１週間のうち何日ぐらい、はたらきましたか？ 

全項目で「5.週５日ぐらい」が最も多く、就労継続支援A型では約８割が 5.の回答だっ

た。就労継続支援 B型では 5.の割合が 57.1％と減り、「3.週３回ぐらい」「4.週４回ぐらい」

が１2～３％程度あった。 
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 先月は、毎日何時間ぐらい、はたらいていましたか？  

全項目で「3. ４時間から６時間のあいだ」が最も多く、就労継続支援 A型では 53.4％と

半数を超えている。就労継続支援 B型では「3. ４時間から６時間のあいだ」と「2. ２時間か

ら４時間のあいだ」が 40％前後でおおむね二分している。 
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 先月のお給料（工賃・賃金）の金額を教えてください。  

就労移行支援では 0が 38.1％、1～20,000円が 41％で全体の８割を占める。就労継

続支援A型では 60,001～100,000円の割合が約 7割を占め、3事業の中でもやはり

一番高い。就労継続支援 B型では１～30,000円の割合が 82.7％だが、０の割合も最も

低かった。 
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 障害年金をもらっている場合、その等級を教えてください。 

全体では「２級」が 38.8％で最も多く、就労継続支援A型・B型ではともに 40％を超え

て多くなっている。一方で、就労移行支援では「なし」が 37.5％最も多く、就労継続支援 B

型では「1.１級」も 15.5％となっている。 
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 あなたがはたらく時間の長さに、どれぐらい満足していますか？  

全体では、満足率が 49.8％でほぼ半数、不満率は 7.1％だった。事業別では、就労継続

支援A型の満足率が 49.8％、不満率が 10.3％と、他の２事業よりも若干不満の割合が

多い。 

加重平均で見ると、就労継続支援 B型が 3.73ｐで最も高く、全体では 3.64ｐだった。 

 

 

 

〇 加重平均による満足度 

 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q  仕事の長さへの満足度 3.64 3.59 3.57 3.73
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 あなたは１週間のうち、何日ぐらいはたらきたいと思っていますか？ 

全項目で「5.週５日ぐらい」が最も多く、就労継続支援A型では 73.8％の回答だった。 

就労継続支援 B型では 5.の割合が 57.4％と他より少なく、次いで「4.週４回ぐらい」が

１2.6％で、「1.週１回ぐらい」とういう回答についても 1.7％あり、他事業よりも特に多かっ

た。 
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 あなたは１日何時間ぐらい、はたらきたいと思っていますか？ 

全体では「４時間から６時間のあいだ」が最も多く、就労継続支援 A型では 50.7％と半

数を超えている。就労移行支援では「6時間から 8時間のあいだ」が 44.3％で最も多く、

他２つよりも長く働きたいという回答が多い。就労継続支援 B型では「４時間から６時間の

あいだ」が最も多く 43.1％、「２時間から４時間のあいだ」が 29.6％と２番目に多い。 
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 毎月もらっているお給料（賃金・工賃）に、どれぐらい満足していますか？  

全体では、満足率が 37.5％と多少低めで、不満率は 15.9％だった。 

事業別では、就労継続支援 A型・B型の不満率が 16～17％と高く、就労移行では「6.

わからない」が 34.6％と特徴的な結果が出ている。また、就労継続支援 A型に関しては、

満足率が 42.6％と他２事業よりも高い。 

加重平均で見ると、全体では 3.37ｐと、満足度を出した設問の中では最も低かった。 

 

 

 

〇 加重平均による満足度 

 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q  給料・工 の満足度 3.37 3.26 3.39 3.39
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 あなたは１か月いくらぐらいのお給料（工賃・賃金）をほしいと思いますか？ 

１０万円以上の収入がほしいと思う回答の割合は、就労移行では 53.5％、就労Aでは

62.0％、就労 Bでは 13.7％となっている。就労 Bでは１～３００００円の割合が 63.1％と

多くの割合を占めた。 

 



70 
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 あなたが会社などへの就職をめざすために、スタッフさんはどんなことをしてくれますか？ 

全体では「2.就職に向けて目標を立てたり、準備ができているかを確認してくれる」が

16.2％で最も多く、就労 Aでは 19.4％となっている。就労継続支援 A型では２.よりも「3.

自分に合った仕事の内容や、はたらき方のことを聞いてくれる」が 24.2％で最も多くなって

いる。 

就労継続支援 A型・B型では「9.特にしてもらったことはない」も多く、特に就労 Bでは

23.5％と最も多くなっている。 
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 あなたが会社などへの就職をめざすために、スタッフさんがしてくれることに、どれぐらい満

足していますか？ 

全体では、満足率が 41.4％、不満率は 4.9％だった。事業別では、就労移行支援の満足

率が 69.5％と特に高い反面、就労継続支援 A型・B型は 40％弱で半数を切っている。ま

た、就労継続支援 B型では、「6.わからない」が 43.7％と半数弱が回答している。 

加重平均で見ると、就労移行支援が 4.08ｐで特に高く、就労継続支援A型では 3.56ｐ

と低い。全体では 3.74ｐだった。 

 

 

 

〇 加重平均による満足度 

 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q  スタッフへの満足度 3.74 4.08 3.56 3.62
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 あなたが会社などへの就職をめざすために、スタッフさんにしてほしいと思うことはどんなこ

とですか？ 

全体では「4.自分に合った仕事が何かを教えてほしい」が 19.6％と最も多くなっている

が、全選択肢おおむね 10％を超えている。就労移行支援では「3.就職をめざすための目標

や、自分が今どのぐらい準備ができているか、教えてほしい」が 21.1％と最も多く 4.及び

「5.就職活動を一緒に手伝ってほしい」という回答も２０％前後と多い。 

また、就労継続支援 A型・B型では「6.特にしてほしいことはない」が２０％前後あり、特

に就労 Bでは 19.7％と多くなっている。 
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 あなたの体調や人間関係などについて、スタッフさんはどんなことをしてくれますか？ 

全体では「1.体調をくずさないようにすることや、ストレスとの付き合い方について支援し

てくれる」が 35.8％で最も多く、次いで「2.職場の中での人間関係の取り方について、支援

してくれる」が 24.6％で続いており、全事業ほぼ同じような割合となっている。 
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 あなたの体調や人間関係などについて、スタッフさんがしてくれることに、どれぐらい満足し

ていますか？  

全体では、満足率が 58.4％、不満率は 5％だった。事業別では、就労移行支援の満足率

が 66.5％と高く、 不満率は 3.6％と少なくなっている。 

就労継続支援 A型では、不満率が 7.9％と他２つよりも若干高くなっている。 

加重平均で見ると、就労移行支援が 4.01ｐで最も高く、全体では 3.85ｐだった。 

 

 

 

〇 加重平均による満足度 

 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q   調管理・人間関 の満足度 3.85 4.01 3.71 3.90
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 あなたの体調や人間関係などについて、スタッフさんにしてほしいと思うことはどんなことで

すか？ 

全体では「1.体調をくずさないようにすることや、ストレスとの付き合い方についてもっと支

援してほしい」が 23.0％、「2.職場の中での人間関係の取り方について、もっと支援してほ

しい」が 16.6％となっている。 

また、就労継続支援 A型・B型では「７.特にしてほしいことはない」が２5％以上あり、特

に就労継続支援A型では 28.1％と最も多くなっている。 
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 今かよっている事業所は、自分らしく過ごせるところ（自分の居場所）だと思いますか？ 

全体では、「1.とてもそう思う」＋「2.そう思う」の合計が 76.8％、「3.そう思わない」+「4.

まったくそう思わない」の合計は 10.8％だった。 

事業別では、就労継続支援 B型の 1.+2.が 78.9％と若干多く、 3.+4.は就労継続支

援A型が 13.4％で多くなっている。 

 

 

 

〇 加重平均 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q    所と思うか？ 3.18 3.18 3.10 3.26
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 今かよっている事業所の仲間やともだちは、信頼できる人たちだと思いますか？ 

全体では、「1.とてもそう思う」＋「2.そう思う」の合計が 69.5％、「3.そう思わない」+「4.

まったくそう思わない」の合計は 11.9％だった。 

事業別では、就労継続支援 B型の 1.+2.が 70.4％と若干多くなっている。 

 

 

 

〇 加重平均 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q  信頼  るか？ 3.11 3.10 3.06 3.16
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 居場所や仲間づくりについて、スタッフさんはどんなことをしてくれますか？ 

全体では「1.自分らしく過ごしていてもよいという気持ちにさせてくれる」が 34.6％で最

も多く、次いで「3.みんなで楽しく過ごす行事（食事会・旅行など）をしてくれる」が 20.5％と

なっている。 

就労継続支援 A型では「9.特にしてもらったことはない」 が 15.8％と２番目に多くなっ

ている。就労継続支援 B型では「3.みんなで楽しく過ごす行事（食事会・旅行など）をしてく

れる」が 27.6%で２番目に多く、他２つよりも比較的多くなっている。 

 

 

  



85 
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 居場所や仲間づくりについて、スタッフさんがしてくれることに、どれぐらい満足しています

か。  

全体では、満足率が 53.1％、不満率は 4.0％だった。事業別では、就労継続支援 A型

の 1.+2.が 48.9％と他２つより少なくなっている。 

就労継続支援 B型では、不満率が 2.8％で他２つよりも少なくなっている。 

加重平均で見ると、就労移行支援が 3.88ｐで最も高く、全体では 3.80ｐだった。 

 

 

 

〇 加重平均による満足度 

 

  

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q    所の満足度 3.80 3.88 3.72 3.85
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 居場所や仲間づくりについて、スタッフさんにしてほしいと思うことはどんなことですか？ 

全事業とも「７.特にしてほしいことはない」が３０％前後で最も多く、「1.もっと自分らしく過

ごしていてもよいと思える場所にしてほしい」「3.もっとみんなで楽しく過ごす行事（食事会・

旅行など）をしてほしい」が 15％前後で次に多くなっている。。 
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89 

 

 今かよっている事業所で、自分のはたらき方や手伝ってもらいたいことを相談することがあ

りますか？ 

全体では「１.はい」が 53.0％、事業別では就労移行支援が 63.4％と最も多く、就労継

続支援A型・B型ではどちらもおよそ 50％となっている。 
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 自分がしてほしいことを事業所のスタッフさんに聞いてもらうことは、どれぐらいあります

か？  

全体では「月に１回～３回ぐらい」が 29.7％と最も多く、就労移行支援では 42.5％と他

の２つよりも特に多い。就労継続支援 A型では「６か月に１回ぐらい」「３か月に１回ぐらい」が

ともに２０％弱あった。 
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 スタッフさんに自分がしてほしいことなどを話したとき、自分がしてほしいことにきちんと応え

てくれていると感じますか？ 

全体では、「1.とてもそう思う」＋「2.そう思う」の合計が 85.3％と多くなっており、「3.そう

思わない」+「4.まったくそう思わない」の合計は 6.0％だった。 

事業別では、就労移行支援の 1.+2.が 88.1％と若干多くなっており、就労継続支援 A

型では「4.まったくそう思わない」が 3件（0.7％）のみと、とても少なかった。 
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 自分がしてほしいことや相談を聞いてもらう時間を取ってほしいと思いますか？ 

全体では「1.はい」が 36.5％、「2.いいえ」が 41.2％となっているが、就労移行支援では

「3.わからない」が 30.5％で 1.～3.ほぼ同数だった。 
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 今かよっている事業所にきてよかったと思いますか？ 

全項目「１.はい」が 87％前後と大部分を占めた。「2.いいえ」は就労移行支援では 2.2％

（7件）と少数だった。 

「はい」と回答した理由については、全体では「2.支援してくれるスタッフさんが信頼でき

る・好きだから」が 20.7％で最も多く、次いで「1.自分の居場所があったり、仲間やともだち

がいるから」が 17.5％で、事業所の良好な人間関係により、本人が通ってよかったと思えて

いる状況が推察される 

事業別では、就労移行支援で「7.はたらくための技術を身につけられるから」「8.会社など

に就職ができそうだから」の割合が他の２つよりも多くなっている。 
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「いいえ」と回答した理由については、全体では「6.あまりお金（工賃・賃金）をもらえない

から（14.9％）」「3.ここで仕事をしていても、生きがい・やりがいを感じられないから

（14.9％）」という仕事の対価に関することが多く、次いで「1.自分の居場所がなかったり、人

間関係がうまくいかないから」「2.スタッフさんが信頼できない・好きでないから」といった人

間関係によるものが続いている。 
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 今かよっている事業所にくるようになって、自分のことで変わったと思うことや、できるように

なったことを教えてください。 

全体では「3.気持ちが明るくなったり、楽しいと思うことが前より増えた」が 12.0％で最も

多く、次いで「1.ともだちや仲間ができた・増えた」が 11.3％あった。同傾向は就労継続支援

B型で他の２つよりも多く出ていた。 

一方、就労継続支援 A型では「10.できる仕事が増えた（12.1％）」や「6.もらえるお金が

増えた（10.8％）」なども多かった。 
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 あなたは今後どのようなところではたらきたいですか？ 

全体では「1.今かよっている事業所ではたらき続けたい」が最も多く、就労継続支援 A

型・B型では６割前後の回答があった。一方、就労移行支援では「2.会社などに就職したい」

が 73.7％と回答の大半を占めた。 

 それは、いつごろまでにしたいことですか？ 

全体では、２年以内という回答の合計が７割程度を占めたが、２年の利用期間の目安があ

る就労移行では 87.4％となっている。一方、就労継続支援 A型・B型では２年以内は半数

程度で、「２年より先でよい」や「わからない」という回答も４割程度あった。 

 それはどの障害福祉サービスですか？ 

「4.今とはちがうところではたらきたい」と答えた人の移行希望先としては、「就労移行→

就労移行」「就労A→就労 A」「就労B→就労 B」と、同サービスの他事業所へ移りたいとい

う回答が全事業でそれぞれ最も多かった。 

 

 

 



100 
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 あなたは、はたらくことについてどんなことができるようになりたいですか？ 

全項目で「4.体調をくずさず、つらいと感じずに続けられる仕事がしたい」が 20％強で最

も多かった。次いで「2.やりがいのある仕事がしたい」「6.たくさんお金をかせぎたい」が

15％前後で続いているが、就労継続支援 B型では「1.仲間と楽しくはたらきたい」が

18.5％と２番目に多かった。 

 

 

  



102 
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 あなたは、はたらきながら、どんなふうに暮らしたいですか？ 

全体的に「4.健康に暮らしたい」が 20～30％程度で最も多く、次いで「3.好きなこと・趣

味をいっぱい楽しみたい」「2.好きなものを買いたい」も多く、収入を得ることで楽しんで暮ら

したいという希望が多いことが見て取れる。 

また、「5.家族をよろこばせたい」という回答も比較的多くあり、本人の家族に対する想い

や愛情を推察することができる。 
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 このアンケートをどのように答えましたか？ 

全体では、すべて一人で答えた割合は 62.3％だったが、就労移行支援と就労継続支援

A型では７割前後で、比較的障害程度が重い方が多い就労継続支援 B型が 49.9％と半

数程度だった。 

 誰に手伝ってもらいましたか？ 

全項目で事業所のスタッフに手伝ってもらった回答が多く、就労継続支援 B型では家族

という回答が 24.4％で他の２つよりも多かった。 

 どのぐらい手伝ってもらいましたか？ 

「1.ほぼすべて」手伝ってもらった割合は、就労継続支援 B型で 39.7％と特に高く、就労

移行支援・就労継続支援 A型では「4.ほんの少し」が４割前後と、ほぼ一人で回答した割合

が多くなっている。 

 

 

 

 



106 

 

 

 

  



107 

 

3.2.3 クロス分析 

【分析の視点】 

前項までの各種調査から、以下の視点をもってクロス分析を実施した。 

 

 

なお、本章においては各調査について以下の略称を用いて表記しており、設問番号

は各調査における番号となっている。（調査票については巻末の参考資料を参照のこと） 

 

➢ 「＃１ 事業所調査」 ： 3.2.1 事業所調査 

➢ 「＃２ 事業所調査」 ： 3.2.2 利用者調査の際に、合わせて各事業所へ対象 

     利用者に関する属性情報等の提供を依頼した調査 

➢ 「＃2 利用者調査」 ： 3.2.2 利用者調査 

※ 次ページ以降掲載しているグラフ等は、考察の内容を理解しやすくする目的で前

章までのグラフ等を一部再掲している。 

 

〇 使用文言の定義【再掲】 

利用者の「ニーズ」と「ウォンツ」という文言については、便宜的に以下のとおり区別して

分析を行っている。 

➢ 「ニーズ」 ： 個別支援計画の作成時等のタイミングで事業所が利用者本人から 

        聞き取った、利用者本人の希望を実現するために必要であると事業 

        所側が認識していること 

➢ 「ウォンツ」 ： 利用者本人が希望していること 
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Ⅰ.利用者「ニーズ」と「ウォンツ」とのギャップ 

 

まずはじめに、利用者「ニーズ」と「ウォンツ」の一致度を見る。＃2 事業所調査に

おいて回答があった利用者ケース全数722件のうち、利用者「ニーズ」と「ウォンツ」

が一致していた件数が 183件だった。 

このうち、最も高かったのは「体調を安定させてはたらくための支援」の場合で

55.7％と半数以上を占めた。 

これらの「ウォンツ」に対する事業所からの支援に関する満足度が次ページの表と

なるが、全体で６割以上が満足しているという結果が出ている。 

 

 

 

 

 

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

  所 仲間を作る  の支援 0 0.0% 3 4.8% 8 10.3% 11 6.0%

仕事を   生  いを見つ る  の
支援

1 2.3% 6 9.7% 11 14.1% 18 9.8%

 調を安定さ  は     の支援 16 37.2% 37 59.7% 49 62.8% 102 55.7%

よ 工 ・  を稼ぐ  の支援 1 2.3% 2 3.2% 4 5.1% 7 3.8%

は       なス ルを身につ る
  の支援

7 16.3% 10 16.1% 5 6.4% 22 12.0%

一般就労の実  就職 の定 の  の
支援

18 41.9% 4 6.5% 1 1.3% 23 12.6%

総計 43 100.0% 62 100.0% 78 100.0% 183 100.0%

就労移行支援 就労継 Ａ型 就労継 Ｂ型 合計 状の本人の希望   支援計画を踏
ま   のような支援 最も  と考
 るか（ 年以内）：「ニーズ」
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次に、「ニーズ」と「ウォンツ」にギャップが生じているケースについて分析する。 

最もギャップが生じているケースは、ニーズが「体調を安定させてはたらくための支

援」の場合で、利用者本人は「4.お金（工賃・賃金）をかせぎたい」や「6.会社などへの就

職をめざしてはたらきたい」と思っていても、支援者側から見ると、まだ就労準備性など

の面も含め、まずは体調を整えてから次のステップへ、という見立てになっていることが

あると推察される。このことは、ヒアリング調査でも同様の傾向や事例が聞かれた。 

一方、ウォンツに対応する支援に対する満足度は、それほど低い結果は出ておらず、

事業所が考えるニーズは別にあったとしても、希望する支援については一定程度行わ

れているものと推察される。 

 

 

事業種 
 状の本人の希望   支援計画を踏ま   のよ
うな支援 最も  と考 るか（ 年以内）＝「ニーズ」

  と も
満足  
いる

  満足 
 いる

    
  不満 
ある

  と も
不満 あ
る

  わか 
ない

無回答 合計

就労移行支援 は       なス ルを身につ る  の支援 3 3 1 7

よ 工 ・  を稼ぐ  の支援 1 1

一般就労の実  就職 の定 の  の支援 9 4 5 18

仕事を   生  いを見つ る  の支援 1 1

 調を安定さ  は     の支援 6 3 5 1 1 16

就労移行支援 集計 19 11 11 1 0 1 0 43

就労継続Ａ型 は       なス ルを身につ る  の支援 3 5 2 10

よ 工 ・  を稼ぐ  の支援 1 1 2

一般就労の実  就職 の定 の  の支援 1 1 2 4

  所 仲間を作る  の支援 1 1 1 3

仕事を   生  いを見つ る  の支援 2 4 6

 調を安定さ  は     の支援 8 12 12 3 2 37

就労継続Ａ型 集計 15 19 21 5 0 0 2 62

就労継続Ｂ型 は       なス ルを身につ る  の支援 4 1 5

よ 工 ・  を稼ぐ  の支援 1 3 4

一般就労の実  就職 の定 の  の支援 1 1

  所 仲間を作る  の支援 3 2 3 8

仕事を   生  いを見つ る  の支援 3 3 5 11

 調を安定さ  は     の支援 12 22 11 2 2 49

就労継続Ｂ型 集計 22 28 21 5 0 2 0 78

総計 56 58 53 11 0 3 2 183

割合 30.6% 31.7% 29.0% 6.0% 0.0% 1.6% 1.1% 100.0%
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件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

  所 仲間を作る  の支援 9 11.3% 12 12.0% 24 15.7% 45 13.5%

仕事を   生  いを見つ る  の
支援

10 12.5% 13 13.0% 37 24.2% 60 18.0%

 調を安定さ  は     の支援 27 33.8% 39 39.0% 58 37.9% 124 37.2%

よ 工 ・  を稼ぐ  の支援 2 2.5% 4 4.0% 5 3.3% 11 3.3%

は       なス ルを身につ る
  の支援

21 26.3% 29 29.0% 28 18.3% 78 23.4%

一般就労の実  就職 の定 の  の
支援

11 13.8% 3 3.0% 1 0.7% 15 4.5%

総計 80 100.0% 100 100.0% 153 100.0% 333 100.0%

就労移行支援 就労継 Ａ型 就労継 Ｂ型 合計 状の本人の希望   支援計画を踏
ま   のような支援 最も  と考
 るか（ 年以内）：「ニーズ」
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３事業とも「月に１～３回」が最も件数が多いが、満足度の高い割合（1.+2.）は多いわけではな

く、就労移行では「３か月に１回ぐらい」、就労継続支援A型では「毎週１回以上」、就労Bでは「ほ

とんど毎日」が、それぞれ満足度 1.+2.の割合が最も高かった。 
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Ⅱ.利用者ウォンツの変化 

 

 

就労移行支援、就労継続支援 A 型では「一般就労を実現する」への変化が最も多く、当初は

「体調の安定」「就労スキルの獲得」「工賃（賃金）を稼ぐ」という希望から、それが整って「一般就

労の実現」へという流れが見られる。 

一方で、「賃金を稼ぐ」「一般就労の実現」という当初の希望から「体調の安定」への変化も多く、

利用開始後に体調を崩したり不安定になり、希望が変化したという可能性が推察される。 

就労継続支援 B 型では、当初の希望では「居場所・仲間をつくる」が突出して多いが、そこから

「生きがい」や「体調の安定」への変化が多くなっている。 

年代別では、３０歳代までは総じて「スキル獲得」から「一般就労の実現」が特に多く、２０歳未

満では「体調の安定」「工賃（賃金）を稼ぐ」から「スキル獲得」という就労経験を積むことへの希望

も多く見られた。40 歳代以上になると、極端に「体調の安定」への変化が多くなっており、６０歳以

上では「工賃（賃金）を稼ぐ」からの変化が半数以上を占めている。（これは当初→現在という切り

口のため、経過年数にもよると思われる） 

６０歳以上になると「居場所・仲間をつくる」から「生きがいを見つける」への変化も多くなってい

た。 

  



 

 

利用者ウォンツの変化（利用開始当初 → 現在） 【事業種別】 

 

 

  

 在　　　　

当初 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

就労移行支援 47 2.9% 110 6.9% 246 15.3% 64 4.0% 221 13.8% 915 57.1% 1,603 100.0%

自分の  所 仲間を作る 20 18.2% 22 20.0% 7 6.4% 32 29.1% 29 26.4% 110 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 2 2.5% 13 16.5% 6 7.6% 21 26.6% 37 46.8% 79 100.0%

 調を安定さ  は   9 2.3% 31 8.1% 19 4.9% 89 23.2% 236 61.5% 384 100.0%

工 ・  を稼ぐ 1 1.7% 3 5.2% 18 31.0% 5 8.6% 31 53.4% 58 100.0%

は       なス ルを身につ る 13 1.7% 35 4.7% 97 13.0% 18 2.4% 582 78.1% 745 100.0%

一般就労を実 する 22 9.7% 21 9.3% 96 42.3% 14 6.2% 74 32.6% 227 100.0%

就労継 Ａ型 286 6.0% 511 10.7% 1,094 22.8% 908 18.9% 685 14.3% 1,312 27.4% 4,796 100.0%

自分の  所 仲間を作る 118 23.2% 125 24.6% 97 19.1% 100 19.7% 68 13.4% 508 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 47 9.8% 159 33.1% 93 19.3% 101 21.0% 81 16.8% 481 100.0%

 調を安定さ  は   74 6.7% 147 13.3% 335 30.2% 180 16.2% 372 33.6% 1,108 100.0%

工 ・  を稼ぐ 84 7.2% 131 11.2% 393 33.5% 164 14.0% 400 34.1% 1,172 100.0%

は       なス ルを身につ る 51 5.7% 66 7.4% 166 18.7% 216 24.3% 391 43.9% 890 100.0%

一般就労を実 する 30 4.7% 49 7.7% 251 39.4% 167 26.2% 140 22.0% 637 100.0%

就労継 Ｂ型 1,904 10.7% 3,401 19.2% 4,956 27.9% 3,382 19.1% 2,209 12.4% 1,899 10.7% 17,751 100.0%

自分の  所 仲間を作る 1,528 31.7% 1,671 34.7% 854 17.7% 597 12.4% 170 3.5% 4,820 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 531 20.7% 965 37.6% 611 23.8% 334 13.0% 124 4.8% 2,565 100.0%

 調を安定さ  は   532 17.0% 724 23.1% 803 25.6% 510 16.3% 566 18.1% 3,135 100.0%

工 ・  を稼ぐ 368 15.7% 433 18.5% 904 38.7% 310 13.3% 323 13.8% 2,338 100.0%

は       なス ルを身につ る 270 10.1% 454 17.0% 603 22.6% 621 23.3% 716 26.9% 2,664 100.0%

一般就労を実 する 203 9.1% 262 11.8% 813 36.5% 493 22.1% 458 20.5% 2,229 100.0%

総計 2,237 9.3% 4,022 16.7% 6,296 26.1% 4,354 18.0% 3,115 12.9% 4,126 17.1% 24,150 100.0%

一般就労を実 する 総計
自分の  所 仲間を
作る

仕事を   生  い
を見つ る

 調を安定さ  は 
  

工 ・  を稼ぐ
は       なス
 ルを身につ る
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利用者ウォンツの変化（利用開始当初 → 現在）   【年代別：20 歳未満～50 歳未満】 

 

  

 在　　　　

当初 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

  歳未満 56 7.6% 114 15.4% 101 13.6% 104 14.1% 149 20.1% 216 29.2% 740 100.0%

自分の  所 仲間を作る 66 34.9% 32 16.9% 30 15.9% 50 26.5% 11 5.8% 189 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 14 18.4% 15 19.7% 21 27.6% 21 27.6% 5 6.6% 76 100.0%

 調を安定さ  は   8 10.7% 10 13.3% 17 22.7% 25 33.3% 15 20.0% 75 100.0%

工 ・  を稼ぐ 7 9.7% 8 11.1% 15 20.8% 22 30.6% 20 27.8% 72 100.0%

は       なス ルを身につ る 18 6.9% 25 9.5% 25 9.5% 29 11.1% 165 63.0% 262 100.0%

一般就労を実 する 9 13.6% 5 7.6% 14 21.2% 7 10.6% 31 47.0% 66 100.0%

  歳以 ～  歳未満 450 7.8% 854 14.8% 1,015 17.6% 1,003 17.4% 1,101 19.1% 1,328 23.1% 5,751 100.0%

自分の  所 仲間を作る 426 31.0% 320 23.3% 232 16.9% 303 22.1% 92 6.7% 1,373 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 113 17.7% 129 20.2% 158 24.8% 164 25.7% 74 11.6% 638 100.0%

 調を安定さ  は   79 9.4% 126 14.9% 165 19.5% 211 25.0% 263 31.2% 844 100.0%

工 ・  を稼ぐ 75 11.8% 75 11.8% 130 20.5% 156 24.6% 198 31.2% 634 100.0%

は       なス ルを身につ る 127 8.1% 178 11.4% 237 15.1% 322 20.6% 701 44.8% 1,565 100.0%

一般就労を実 する 56 8.0% 49 7.0% 199 28.6% 126 18.1% 267 38.3% 697 100.0%

  歳以 ～  歳未満 388 7.7% 776 15.4% 1,099 21.8% 885 17.6% 791 15.7% 1,094 21.7% 5,033 100.0%

自分の  所 仲間を作る 334 30.1% 306 27.6% 212 19.1% 178 16.1% 78 7.0% 1,108 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 105 19.2% 144 26.4% 123 22.5% 114 20.9% 60 11.0% 546 100.0%

 調を安定さ  は   103 10.2% 147 14.5% 202 19.9% 199 19.6% 363 35.8% 1,014 100.0%

工 ・  を稼ぐ 60 9.3% 97 15.0% 188 29.1% 117 18.1% 185 28.6% 647 100.0%

は       なス ルを身につ る 78 7.7% 127 12.5% 201 19.8% 200 19.7% 408 40.2% 1,014 100.0%

一般就労を実 する 42 6.0% 71 10.1% 260 36.9% 148 21.0% 183 26.0% 704 100.0%

  歳以 ～  歳未満 470 9.1% 839 16.2% 1,353 26.2% 980 19.0% 638 12.3% 888 17.2% 5,168 100.0%

自分の  所 仲間を作る 316 28.8% 400 36.4% 201 18.3% 129 11.7% 52 4.7% 1,098 100.0%

仕事を   生  いを見つ る 109 17.9% 216 35.5% 144 23.7% 78 12.8% 61 10.0% 608 100.0%

 調を安定さ  は   142 12.1% 210 17.9% 296 25.2% 212 18.1% 313 26.7% 1,173 100.0%

工 ・  を稼ぐ 91 12.2% 126 16.9% 240 32.2% 97 13.0% 192 25.7% 746 100.0%

は       なス ルを身につ る 67 8.6% 108 13.8% 172 22.0% 164 21.0% 270 34.6% 781 100.0%

一般就労を実 する 61 8.0% 79 10.4% 325 42.7% 175 23.0% 122 16.0% 762 100.0%

一般就労を実 する 総計
自分の  所 仲間を
作る

仕事を   生  い
を見つ る

 調を安定さ  は 
  

工 ・  を稼ぐ
は       なス
 ルを身につ る
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利用者ウォンツの変化（利用開始当初 → 現在）   【年代別：50 歳以上～65 歳以上】 

 

  



 

 

 

「支援の見直し」に関しては、３事業とも「たまにある」が６割前後で最も多いが、満足度で見る

と満足度高（1.+2.）の割合は「頻繁にある」が最も高く、以下頻度に応じて割合が下がっていく。

（「全くない」除く） 特に、就労移行支援では「頻繫にある」場合の満足度が 1.+2.＝71.6％と、よ

り柔軟に支援が見直されることへの満足度が高かった。 
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Ⅲ.利用者本人は事業所に対しどのような支援を求めているのか 

 

 

全般的な傾向として、セグメント全体と満足度が高い利用者の回答を比較したが、どのセ

グメントでも満足度の高い利用者が受けている支援に大きな差や傾向というものは見られな

かった。 

「1.自分の居場所や仲間をつくりたい」方に対しては、「自分らしくいられる雰囲気づくり」

が重点支援の１位とした事業所が最も多く、利用者ウォンツの順位に対応している。行事等へ

の利用者ウォンツも高いが、事業所として認識していてもコロナ禍によりなかなか実施が叶

わない事情があるとの声があった。（ヒアリング調査より） 

「3.体調をくずさないようにはたらきたい」方に対しては、「 体調管理やストレスとの付き合

い方」が重点支援の１位とした事業所が最も多く、こちらも利用者ウォンツに対応した結果と

なっている。 

「5.はたらくための技術を身につけたい」方に対しては、「分かりやすく仕事を教える」に重

点を置くところが多く、利用者ウォンツで多かった「もっと就職の役に立つ技術」や「やったこと

がない仕事」よりも一歩前の段階の部分を重視している傾向が見られた。 

「6.会社などへの就職をめざしてはたらきたい」方に対しては、「本人に合った仕事内容・は

たらき方の確認」が重点支援の１位とした事業所が最も多く、利用者ウォンツの順位に対応し

ている。利用者ウォンツでは「就職活動を一緒に手伝ってほしい」という回答も２０％前後あっ

たが、重点支援の３位までには関連する項目は入ってこなかった。 
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全体では、「1.とても満足している」「2.満足している」の合計が48.5％で、３事業のうち就労移

行支援が 1.+2.＝53.0％と最も高かったが、①＝②よりも 20.3ポイント低い。 

「6.わからない」の回答が全体で 11.3％と、①＝②よりも 5％程度高くなっている。特に就労移行

支援では、6.の回答が①＝②では 0％だったのに対し、①≠②では 13.0％あった。 

この結果から、本人自身がウォンツを認識していないケースも多少あるが、事業所の認識と本

人の希望にギャップがある場合には、全体的に見て利用者満足度が低くなる傾向が見て取れる。 
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障害別の構成比としては、３事業とも発達障害が最も多く、２番目は就労移行支援では知的障

害（29.7％）、就労継続支援 A型は精神障害（２4.0％）、就労継続支援 B 型は高次脳機能障害

（同 22.0％）という結果だった。 

実施されている支援（利用者調査側の回答）としては、利用者ウォンツでも最も多かった「就職

に向けた目標設定や準備ができているかの確認」が最も多く、企業見学、面接練習、応募する求

人についての相談なども多く実施されている。 

満足度に関しては、就労移行では当然高い満足度だが、就労継続支援 A 型では母数は少な

いが知的障害で「不満がある」という回答が多くあり、他２事業と比べ不満の数が若干多い。 
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現在（1 年以内）→今後（1 年～2 年以内）のニーズに変化のあった項目を見ていくと、就労

移行支援では「体調を安定させてはたらくための支援」や「はたらく上で必要なスキルを身につ

けるための支援」から、「一般就労の実現や就職後の定着のための支援」への変化の数が多く、

事業の性質がわかりやすく結果に表れている。 

就労継続支援A型では「はたらく上で必要なスキルを身につけるための支援」から、「一般就

労の実現や就職後の定着のための支援」への変化の数が多く、A 型から一般就労へのステッ

プアップをイメージしているような回答が見えた。一方で、今後（1年～2年以内）においても変

化なく「体調を安定させてはたらくための支援」を必要と考える回答も多く、こちらは少し長い

スパンで体調面を考慮しながら、A型事業所で継続してはたらいていくイメージの回答が一定

数あったのではないかという推測が立ち、こちらも就労継続支援 A 型の事業特性が垣間見え

る結果となっている。（参考事例：ヒアリング調査ｐ.14７～149） 

就労継続支援 B 型では、現在は「体調を安定させてはたらくための支援」を必要と考える回

答が特に多いが、そこからの今後のニーズについては満遍なくバラけており、特徴的な傾向は

見られなかった。 
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現状の工賃（賃金）への満足度では、就労継続支援 A 型で満足度高（1.+2.）の割合が４割強

となっている。3 事業とも「普通」の回答が最も多いが、就労継続支援 B 型では不満（4.+5.）の

割合が 3割を超えている。工賃を稼ぎたい利用者に関しては、就労継続支援 B 型の工賃では不

満という結果はある程度想定できるものではある。 

希望工賃（賃金）と現状の工賃（賃金）との差が生じている回答では、障害年金 2 級の受給者

が特に多く、そのうち 1～29,999円の範囲に２５.3％の回答があった。特に、就労継続支援A型

の年金 2級という回答が最も多かった。 

就労継続支援A型では現行賃金が50,000～100,000円の割合が8割を超えているため、

この層に上記の額を足した 80,000～130,000円程度＋障害基礎年金 2級：7万円程度＝15

～20万円/月程度の生活水準を希望している方が多いと推計することができる。 
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就労移行支援では精神障害、発達障害が同数で最も多く、就労継続支援A型では身体障害、

就労継続支援 B型では知的障害が最も多かった。 

その理由については、就労移行では「あまり工賃がもらえない」や「就職ができそうにない」が多

く、就労継続支援A型では「居場所がない、人間関係がうまくいかない」「生きがい・やりがいを感

じられない」、就労継続支援 B 型では「生きがい・やりがいを感じられない」、 「就職ができそうに

ない」が多い回答だった。 

  



 

 

総合満足度 低い事業所の傾  

 



 

 

3.3 ヒアリング調査結果 

＜調査仕様＞ 

➢ 調査目的： 

各調査の集計結果から、利用者本人の「ウォンツ」と事業所が見立てる「ニーズ」

の一致度が高く、かつそれに対する支援が適切に行われている（と思われる）ため、

利用者からの評価や満足度が高い事業所を抽出し、支援の実際・実態をヒアリング

することで、就労系事業所における望ましい支援のあり方の考察につなげる。 

➢ 調査方法  

 12 セグメント ： 事業別 3 種（移行・A・B）×障害種別 4 種（身体・知的・

精神・発達他）から、候補となる事業所＋利用者を 15名選定 

 オンライン会議方式で実施 

➢ 調査時期：令和５年１月 12日～令和５年２月２日 
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【調査結果（利用者）】 

〇 就労移行支援事業所 

 

障害種 精神障害

年齢層   才～  才

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数  所 始  １年と少 

利用ま の経緯 直近 こにい か この事業所利用前は自宅にい 。就職  い 経験あ 。

知っ 経緯 い つかの事業所を見学  、１日１ 間か  もよいというところに惹か  。

利用の決 手（ こ よかっ ？） 自分は睡眠障害 ひ かっ   、 調に合わ    るところ よかっ 。

事業所の印象 就業  決    プログラムは１ｈ/日だ  、あとは自 となっ いる。

    々と  開放  あ 、利用者間の間隔な も適切 、非常に    いい。

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
自  間は、資格試験の勉強。最近はＩＴパスポートの勉強を  取  、 在は簿
記の勉強を  いる。

１日何 間ぐ い働い る？   -   の ｈ 任意参加のプログラム  のうち１ｈ

週何日勤務？ ５日/週

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

は  はまず 調を  るところか だっ  、夏ぐ いにＭＯＳの資格試験を終
  、だんだん 調  っ   のを実     の 、就職に   相談・  
を 始  。

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

元々PC  意だっ の 変わっ いない

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

 に問題はない

今  っ み い仕事、身につ  いと
思っ いること

実は就職  に区切  つい 、来週か 仕事 決まっ 。インフラ系の会社 紹
介はハローワークの合同面接会 、面接の練 な も  も っ か 声を掛  
も っ 。求職のと は、ＰＣス ルを  な に ちんと  レベル 求   る
仕事を探  い 

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はい
るか/誰にするか

１人に１人の担当スタッフ つい    、もう１人 ャリアコンサルタントの人にも
サポート  も   。スタッフさんには受  案件の仕事量の調  相談をする
こと    。

いつ も相談可？定期相談ある？
都度の相談もあっ  、  以外に月に１回定期的に総合的なことを聞い も  
る機会 あっ 

サポート
（２の自分の希望につい ）助  も  
 いる？

面接練 な は、就職   進むタイミングに合わ  スタッフさんと相談 な 
 随  っ も うこと    

 んなことを助  も っ いるか
最初の半年は生 リズムづ  だっ  、半年 っ ぐ いか 仕事に復帰する 
 の合同面接会への参加 、面接技法、身だ なみ、履歴書の中身チェックな 、
様々なサポートを  も っ 

潜在的希望
（言いづ い ）本当は    いこと/
なかなか叶わないこと

自 の素材はと も 実  い 文句ない 、もう少 障害  に合わ  参考書
み いなもの あっ  、もう少 面接な に踏み出  す なるかも。 か  の
分、人 まかな  いるの 問題はないと思う
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障害種 知的障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 ３年目

利用ま の経緯 直近 こにい か 車関 の会社 洗車のお仕事を  い 

知っ 経緯
 カポツか の紹介→ 験  み 
他も１件紹介  も っ  、こち に決  

利用の決 手（ こ よかっ ？） 野菜の収穫な 、 っ み いと思っ 。作業 楽  うだっ 

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種 野菜の収穫、ハウスの石拾い、草刈 、トイレ清掃

仕事につい （楽 い？好 /苦手？）
楽 い
 を かす仕事 好 

１日何 間ぐ い働い る？ ９ か １５ 

週何日勤務？  日/週（木、日 休み）

わか ないこと あっ と は うす
る？

近 にいるスタッフさんに聞 ：すぐ教    る

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

昔は農作業に興味 なかっ 
 っ み いこと：洗濯物を  む、清掃、請負の会社に行 
→ っ み いこともある 今の仕事を んば  い

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

他の仕事も見 み いと言っ み こと ある
→見学さ  も っ こともある

将来の夢、暮  方
ひと 暮    い： 在実家→独立  暮   い
   ば今年中に就職  い→清掃業務：２週間に１回トイレ掃除（車メーカーの農
林事務所）のお手伝いを  練   る

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

すぐに相談に乗っ も  る

いつ も相談可？定期相談ある？  か月に１回面談あ 

サポート  んなことを助  も っ いるか

野菜の収穫の  方を教  も っ いる
 う ん草の切 方な （根元か 切るな ）
草刈  苦手：機械を使っ   いに刈るの むずか い
→うま いかなかっ  スタッフさんに相談  自分   直す

今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

覚  いない
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障害種 発達障害

年齢層   才～  才

  女

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 １年１０カ月

利用ま の経緯 直近 こにい か  校→アルバイト ようと   面接 落ち 

知っ 経緯 母か 進    

事業所の印象    雰囲気 いい

 在の希望
今 んばっ いること、目標に  いるこ
と

つ っ  、組み立   

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種 部品パックの中の検査、清掃業務

１日何 間ぐ い働い る？  -   　朝礼～実 

週何日勤務？  日/週　月～ 

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

今の仕事 合っ いると思う

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

変わっ ない

希望
今  っ み い仕事、身につ  いと
思っ いること

 にない　今の仕事 いい

将来の夢、暮  方 一般就労  い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

信頼  る人に相談する

いつ も相談可？定期相談ある？  んなに相談すること ない

サポート  んなことを助  も っ いるか ハローワークの求人票を見ること
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障害種 身 障害

年齢層   才～  才

  女

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数
    ～　基礎コースにい →文字起こ コースに移っ 
      ～　応用コース

利用ま の経緯 直近 こにい か 基礎コース→速記コース→B型→鍼灸あんま ッサージ（ 元）

知っ 経緯
区福祉センター： 覚障害   なっ   と に 操教室、折 紙教室に っ 
い  　ボランティアの人 教     

事業所の印象 スタッフさん   の社会とつな    る存在

就業  
  ないというところか 　繰 返 教     
正確さ こ  いいんだというところを絞っ 　こう   良いと指導    る

     よい距離  ある

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
３０歳  覚障害わかっ →盲学校行っ 資格取 　→ 力的にむずか  なっ 
 る+今は ッサージのところ もPCス ル 求   るか 訓練  いる

１日何 間ぐ い働い る？
 元 の ッサージ　 齢者 ッサージに　１万円/回　月 回
 覚障害の神社　治療所　５０００円

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

 ッサージ　技術的には働い い る　だ  はダメなの 　PC：お客さん対応

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

 覚障害 あっ もみんな楽   っ いるんだなとわかっ 
全盲の方 多かっ 　 の中   に仕事  るの 
 ういう距離 、社会との関わ   るのか　自分の立ち位置 わかっ 
ガイドヘルパー、ヘルパー利用への気持ちの壁 な なっ 
見 ないことを見 るふ  な  いい
（自分自身の）足元  っか する

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

言 ばすぐに    も  る

将来の夢、暮  方
もっと の年代の方 いる 、情報共有  い  い
８０代の人な に伝  い  い
 元に還元  い  い　若い人だ  ゃな 

  ・工 
増   いのは 間？日数？→スタッフ
さんに言 る？

もう少 多  ッサージの仕事     

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談 いつ も相談可？定期相談ある？
電話 もいい 、メールな  も  る
３か月に一度定期面談

 んなことを助  も っ いるか

文字 見 ない　こういう風にす ば見 る　PCに映  見 る
表な 　目盛 な 読み取 むずか い　ものを工夫  るように
ノウハウ いっぱいある
PC検定のデータな もあるの 助かる

今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

最初面接に  と 、スタッフさん 点字をすぐに名刺に打っ    
自分の方に降      る　ハードル

潜在的希望
（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

うわさ  まわっ い こと
不満な  あっ 受 止  も っ と に親身になっ       る 、自分と  は
もう一歩 んばるところだと思っ い も、 こ 無理は な  もいいと言わ   まう。
コロ かかっ あと、２ｗだ  ゃな 、３か月ぐ い 機さ     まっ 

サポート
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障害種 身 障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数          ～

利用ま の経緯 直近 こにい か IT系の一般企業

知っ 経緯
 - 年前にこういう 所 あると聞い い 
１回見学に  、いず 来ようかなと思っ い ：進行 の障害の  、いず 来る
ようになるかもと思っ い 

利用の決 手（ こ よかっ ？）

前職は早期退職  歳 
もう少 は    いと思っ 　延長 降 ないと思っ 
速記コース（テープ起こ ）な 　７０ぐ いま 努   ると聞い 
Excel Wordは   い 　 クロな は  ない 　表計算はOK

事業所の印象 スタッフさん みなさん気持ちの良い先生

就業  
カリ ュラム つ  こま  いる
音声ソフト  実    　変遷も知っ い 　工夫さ  いる　速記コースに関 
 

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
テープ起こ の仕事に   訓練
今は音声を聞 な   はな 、漢字    文字を暗記

１日何 間ぐ い働い る？ ２ｈ：  -   、  -   

週何日勤務？ ４日/週　うち週２リモート勤務：文字を打っ いる画面を共有  実施

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

このままテープ起こ 

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

数年前に来 と はコロ  なかっ ：入ると コロ  仕事の量も減っ 　 間
も短縮（事業所の 間も）　＝出来 の仕事だと　給料少な なっ  まう

  ・工 今の月額ぐ い 満足？ コロ  仕事減っ ：障害者 働 づ い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談 いつ も相談可？定期相談ある？
気軽に  る
 に困っ いることはない

サポート
今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

２ｈ かいないの  こま 困っ ことない
健康診断を  も  るのはよかっ 　自己負担な 

潜在的希望
（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

事業所に関  は にない。他の 所 は生 訓練 っ る 、ここは目的 はっ    
いる＝PCの技術をつ る目的　＝利用者
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〇 就労継続支援 A型事業所 

 

  

障害種 発達障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 ５年目

利用ま の経緯 直近 こにい か   支援か 

知っ 経緯 職  験　２～３か所

利用の決 手（ こ よかっ ？）
パソコン 好 だっ 、雰囲気 よかっ 
VRアプリ開発、プログラムづ  、 画編集

事業所の印象 就業  １人１人ブース 分か  い 良い

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種 VRアプリ開発、プログラムづ  、 画編集

仕事につい （楽 い？好 /苦手？） 好 

１日何 間ぐ い働い る？   ～   　病気 あるの こ ぐ い よい

週何日勤務？ ５日　ふつうに   いる

わか ないこと あっ と は うす
る？

４人のスタッフに誰に も気軽に聞 こと   る

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

は  か 　小学生５年生～PCさわっ いる

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

プライベートな 間 もプログラミングとかを るようになっ 
入っ か いろんな技術を身につ    

希望
今  っ み い仕事、身につ  いと
思っ いること

と あ ず今のままい  い

将来の夢、暮  方 このまま っ い  い

  ・工 今の月額ぐ い 満足？ 満足

増   いのは 間？日数？→スタッフ
さんに言 る？

 に今のまま いい

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

いつ も聞い も  る

いつ も相談可？定期相談ある？ 定期相談はない

面談？日常会話？モニタリング ？ 日常会話 OK、 の他モニタリング 半年に一度

サポート  んなことを助  も っ いるか 家族 引越 する際の相談は  ことある

今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

 に余裕をもっ     も  る

潜在的希望 スタッフさんに一番助    いこと 自分は自主  少ないの 、言っ も  ると助かる

（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

と にな 
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障害種 知的障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 ６年目

利用ま の経緯 直近 こにい か
I市： い  栽培、新聞折 、調理補助→給料安かっ 　B型
E市の会社 も就労経験あ 

知っ 経緯
相談支援の人に紹介
クリーニングも紹介さ  ：シーツ折 作業

利用の決 手（ こ よかっ ？） 家か 近い

事業所の印象 スタッフさん
みんな さ い
苦手な人もいる

就業  利用者７人、仲 いい

仲間の有無 人間関 

   最初はイヤだなと思っ  、働い いるうちに良 なっ 

 在の希望
今 んばっ いること、目標に  いるこ
と

今は合っ る　と思っ る
ここ 身につ  ことを　 か  は    い

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種 除雪、シール貼 、トイレ掃除、大根洗い、収穫、草取 

仕事につい （楽 い？好 /苦手？）  を かす仕事 好 

１日何 間ぐ い働い る？  ：  -  ：  

週何日勤務？ ５回/週

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

除雪な 今ま の仕事を    い

希望 将来の夢、暮  方
一般就労： を かす、シール貼 、農作業
電車に乗っ 

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

相談支援の人にする

面談？日常会話？モニタリング ？ 相談支援事業所のモニタリング 

サポート
今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

相談  る人 いる　信頼  る人 いる　今の人 と もいい

潜在的希望 スタッフさんに一番助    いこと
１人 かか こむこと ある
ストレスかか る   あっ 

（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

除雪とか今 も継         い
今ま  お の仕事をさ    い
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障害種 精神障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数  年半ぐ い

利用ま の経緯 直近 こにい か 自宅 ひ こもっ い 

知っ 経緯
 校卒業か ブラブラ   　OTの資格取っ ２５～２９ぐ い
OT は  い い →    まっ →ハローワーク

利用の決 手（ こ よかっ ？）
説明会とかは他も見  、見学  のは
職員と利用者の間に笑顔 すご あっ （自然な  ）　所長のNさん 
終始笑顔だっ 

事業所の印象 スタッフさん 所長の人徳 ある

仲間の有無
基本的に他の方と話   することは少ない
利用者間 教 あっ  は   いる

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
PC　名刺、請求書のチェック
他の方は　市内のお菓子

仕事につい （楽 い？好 /苦手？） ブラインドタッチ  る

１日何 間ぐ い働い る？  ：  -  ：  

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

元々PCに詳 かっ 　自作  る

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

今ぐ い ちょう いい

希望
今  っ み い仕事、身につ  いと
思っ いること

OTの再就職は  社受   落ち  まっ （うつはダメ）

将来の夢、暮  方
一般就労はブランク 
既往歴 ある人は取っ も  ない

  ・工 今の月額ぐ い 満足？
大満足　OTのと デイに実 行っ ことあっ  、デイ は作業  も
も  ない：お給料も  ない

増   いのは 間？日数？→スタッフ
さんに言 る？

休まない  い い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

仕事に関することはすぐに聞い   る
両親の容態 安定 な  　父の手術　は主治医の方に、プライベート

サポート
今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

当然厳 いこと（出勤率悪いな ）を理由 あっ 怒っ   る
理不尽な怒  方を ない、 ちんと説明    る

潜在的希望 スタッフさんに一番助    いこと 薬の調 

（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

睡眠剤 残っい つ いこと ある
仮眠   る   あ ば
雑談は  る
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〇 就労継続支援 B型事業所 

 

  

障害種 知的障害

年齢層   才～  才

  女

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 ２７年

利用ま の経緯 直近 こにい か 自立訓練施設

知っ 経緯 市役所の職員さん

利用の決 手（ こ よかっ ？） ここ以外紹介さ なかっ 

事業所の印象 スタッフさん 職員１人

就業  利用者４人

仲間の有無 みんな仲 良い

   よい

 在の希望
今 んばっ いること、目標に  いるこ
と

 にない

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
 元のレストラン レジ、調理。（このレストランは自治  障害者の働  所と  
建   所）

仕事につい （楽 い？好 /苦手？） 好 、楽     いる

１日何 間ぐ い働い る？  ：  ～  ：  　（４月か 夏季　 ：  ～  ：  ）

週何日勤務？ 週 ～６日勤務　火曜日定休日 土日もは  い いる

わか ないこと あっ と は うす
る？

今はわか ないこと あま ない
すぐ近 に職員さん い   る

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

入っ と か レストランの担当だっ 
こ か も同  いい

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

レジ 早 打 るようになっ   　（経験年数：２０年）

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

 に   いという仕事は言っ こと ない：レジ打ちは職員さんか  っ みな
いかと言わ  は   

将来の夢、暮  方 ひと 暮  を  る

  ・工 今の月額ぐ い 満足？ もう少   い：女 なの 、服な もう少 いろいろ買い い

増   いのは 間？日数？→スタッフ
さんに言 る？

 間：レストランは２０ ま 営業  いるの 、 間を伸ば  い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

職員さん、看護師さん

いつ も相談可？定期相談ある？ いつ も可能

サポート  んなことを助  も っ いるか 今は とん 助 は  ない

今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

クレームを言っ  るお客さん 来 と に職員さん 対応     
（いつも ばにい 見    いる）

潜在的希望 スタッフさんに一番助    いこと  にな 

（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

 にな 
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障害種 精神障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 まだ半年

利用ま の経緯 直近 こにい か 一流企業にい （某有名出版社）：１２～３年勤務

知っ 経緯

うつ　アルコール依存症　合併 入院３回
デイケア→アルコール抜 なかっ 
→うつ ひ  なっ ２回目のデイケアのあとま ８か月半入院
  つい いかないか 　一般就労は無理だということになっ 

事業所の印象 就業  結構ピリピリ  る

仲間の有無 送迎の車内 少 話す人 いるぐ い

 在の希望
今 んばっ いること、目標に  いるこ
と

与    仕事は っか  っ 　ミスのないように

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
プラモデルの袋詰 
リベット： 属の部品にワッシャーをかま る仕事

仕事につい （楽 い？好 /苦手？） 好 な仕事 見つかっ  、優先的に    も  る

１日何 間ぐ い働い る？   ：  -  ：  

週何日勤務？ 週３回　週２回病院

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

とにか 退院  かっ 。コロ  支援 進まない中、 ま ま見学 
験  る日 あっ 決  

前と今    い仕事は変わっ ？/な
ぜ変わっ ？

あま 規模 大  ないところ 、単調な作業 あっ いると思うの
 、 っ い  い

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

担当者会議のと に言っ      も  る

将来の夢、暮  方 ４月 １年なの 、 / に相談員の人 A型の資料をもっ     る

  ・工 今の月額ぐ い 満足？ 工 安いの A型に行  い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

まだ入っ 半年なの いない

サポート
今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

好 な仕事を優先      も  るところ

潜在的希望
（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

相談 づ い
常に逼迫  る状態　ピリピリ  いる
伝染する　みんな ビクビク  いるように  る
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障害種  次脳機能障害

年齢層   才以 

  女

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数  -７年

利用ま の経緯 直近 こにい か 同法人の生 介護事業所 ４年仕事  い 

知っ 経緯
 も膜下出血 倒  ５６歳→努   会社を   生 介護事業所へ→今のとこ
ろへ紹介

事業所の印象 就業  仕事  すい　自分のペース 仕事  る

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種 ネット 販食品の袋詰 

１日何 間ぐ い働い る？   -   　 ｈ

週何日勤務？ 月～ 

利用開始当初→ 在
当初か    かっ 仕事？
今   い仕事は？

もう年なの 与    仕事をするだ 

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談 いつ も相談可？定期相談ある？ いつ も大丈夫

いつ も相談可？定期相談ある？ いつ も大丈夫

サポート
今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

自分のペース 仕事をさ  も  ること

潜在的希望
（言いづ い ）本当は    いこと/なか
なか叶わないこと

 にな 

障害種 発達障害

年齢層   才～  才

  男

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 １０年

利用ま の経緯 知っ 経緯 市の就労支援センター 

利用の決 手（ こ よかっ ？）
当 は仕事を辞  い  期。コピー機な   い い    比較的静かな職
 だっ か 

事業所の印象 就業  自分に合っ いる

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種
 のと の仕事の締 切 による 、色々変わる
PC入力、発送前準 　封筒に入 る前に書類作成

仕事につい （楽 い？好 /苦手？）
好 
単純な作業  意

１日何 間ぐ い働い る？   ：  ～  ：  

週何日勤務？ ３回/週

わか ないこと あっ と は うす
る？

入力を  い 、読 ないの あっ     聞 

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

 調に合わ  作業を変  も  る

将来の夢、暮  方
本を読み い
嚙み合わ  悪 肩 いつも緊張するの 治  い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

すぐに相談  る   ある

いつ も相談可？定期相談ある？ 月１度は面談ある 、  以外にも

面談？日常会話？モニタリング ？ 生 記録表をつ  いる→  を見  立ち話

サポート
今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

自分の  にいつも 間を使っ も っ いる
 イ スなことを言わ ない
あ  抑  も   いると思う

潜在的希望 スタッフさんに一番助    いこと
今のまま 
最近足 かゆかっ  、口内炎

（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

 にな 
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障害種 精神障害

年齢層   才～  才

  女

● 利用者  

1  在 っ いる事業所につい 回答

利用年数 ３年

利用ま の経緯 直近 こにい か 同法人のB型事業所

知っ 経緯 B型事業所の仕事 合わなかっ 

事業所の印象 スタッフさん  さ い

2 仕事・訓練につい 回答

 段  いる仕事・訓練 作業種  ッチン　袋入 

仕事につい （楽 い？好 /苦手？） 楽 い

１日何 間ぐ い働い る？  ：  ～  ：  

週何日勤務？ 週５日

希望
   い仕事を    も  る？
→  をスタッフさんに言 る？

スポンジ型抜 、検査

今  っ み い仕事、身につ  いと
思っ いること

  本まと  梱包  るようにな  い（今の作業よ 難 い作業）

将来の夢、暮  方 編み物を  み い

3 事業所・スタッフさんか のサポートについ 回答

悩み・相談
悩み 困っ ことを相談  る人はいる
か/誰にするか

スタッフさん、 院先の医師

面談？日常会話？モニタリング ？
仕事のこと以外にも家族のことな 相談  る
ひと 暮   困っ ことな 

サポート  んなことを助  も っ いるか テープの貼 方うま いかないと 、わか  す 教  も  る

今ま 助  も っ 一番う  い/う 
 かっ こと

仕事を覚 るま 大変だっ 
横につい も っ 教     

潜在的希望
（言いづ い ）本当は    いこと/なかな
か叶わないこと

 にない
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【調査結果（事業所）】 

〇 就労移行支援事業所 

 

  

法人格 株式会社・有限会社・合同会社

事業種 就労移行支援

障害種 精神障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日 定員２０名１８名登録。常 １５人程度 所。

平均的な利用 間
移行 は ず  いかも  ない 、１０～１５ ま フル  所さ  いる方 半
数以 いる。

全 的な支援方針、法人の 徴

週１回１ｈか  もＯＫと  いる 、   のいい、 さ い空間になっ いるの
か、フル  わ る方 多い。
事業所内 孤独にな ないということ 大事と考 、１人１人に細かい声掛 を行
うように  いる。
１人１人に合わ    支援計画を立  いる

 徴的な取 組み

スタッフ同士 オンラインチャット リアルタイムに情報共有  るようになっ い
る。スタッフ６名/日 各ブース 支援 な  PC リアルタイムに情報共有  
る。
元々大阪 始まっ 法人 、大阪に７事業所、鶴見、関内、名古屋に事業所 ある。
社内に研修チーム あ 、新人と か 支援に関する研修な も 実  いる

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

まずご希望を聞い 、いっ ょに  、 っ みようと言う。
  なかっ と に、ま 一緒に考 る。失敗をすること ご自身の 在 を把握
すること   る。移行支援は就職する  の予 校という表 を  いる。失敗
をい   も  るところ 移行支援（の良さ） あると考  いる。

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
ご希望に  る限 近い内容を 案さ  も い、希望と 案をす 合わ  い 
作業を行っ いる

4  の他 回答

 の他

・回答支援者：６名を１人 担当＋定 支援利用者１名
・定 支援の状況・・・気分の波 激  人のこと 気になる、不安 怒 と  出 
 まう方、瞬間湯沸か 器　ご自身のセルフケアな を学ん も っ 就職  も
 っ （頭に血  っ と にお気に入 の髪アクセサリーをさわるな 。） う 
 もむずか いと はチャット 電話、来所  も うように  いる。
・	事業所と  最も大事に  いること・・・  所と  の機能。ここに来 と ぐ
 い笑おうよ、とい るような に。
・	利用者アンケートについ ・・・    むずか い設問もな 、多すぎる  も 
なかっ 。

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫
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法人格 社会福祉法人

事業種 就労移行支援

障害種 知的障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日 定員６名/６名　事業所＝移行+B　法人 は放デイ、GHもある　　週５勤務  多い

平均的な利用 間  -   　５h

全 的な支援方針、法人の 徴
農業に関する仕事を探す 
基礎 力をつ るな 、 力的に万全に  支援→指示に対する  な   、足
 ないところな を見る

 徴的な取 組み
外勤な はBといっ ょに行 こともある
就労移行 農業は ず  い
Bと移行 ハウスごとに利用者の合う仕事を  

一般就労に   支援 方針、取 組み方
農業 いい 、自分  うな   ないとむずか  、安定  仕事というの 少
ない
→ うち  力をつ  も い、色々なところに就職  るように

卒業 の進路
清掃、水産加工
介護、福祉：清掃、介護補助

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

こち  無理だなと思っ も、実 先な を見つ   っ も う
スタッフか 言わ るよ も企業な か 言わ  方 いい 合も多い。 っか 
ダメなところを言っ も うように  いる（   ば少 厳 目にとお願い  お
 こともある）
企業側も言いづ いということはあると思う 、言っ も っ 方 本人の  に
なるというの 言っ も うように  いる
→ 利用者さんと一緒に振 返っ 納  を  も う

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法

うちは基本的に農業なの 、PCの仕事を っ み いとかはある
→ 事業所はここだ  ないと 案することもある（   ば叶  あ  いと
思っ いる ）
基本的には相談支援事業所に伝  、探  も っ  する

4  の他 回答

 の他

田んぼの中にある事業所なの    良いのだと思う。入っ  る方は ぼ農作
業希望
  か  い方 多 来る（障害程度は軽 ）
紹介は支援学校 相談事業所か 　１０～２０代 多い
あま 途中 退所な はいない（ ぼ２年 就職等する）

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫

法人格 株式会社・有限会社・合同会社

事業種 就労移行支援

障害種 発達障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日   名　移行+定 　登録  名　精神・発達

平均的な利用 間  -   、 の他  に合わ  　　在宅の人もい （国の指針）

全 的な支援方針、法人の 徴

施設外就労＝実践訓練をメインに
座学は少な  、ここ も工  ～ 万はか  るように仕事を  
回答支援者：ジョブコーチ
実践訓練の中    る利用者の   情報を就労先に伝 る

一般就労に   支援 方針、取 組み方
一番多いのは就労支援機関か の情報  
引 合い：企業等か の直電、卒業生の企業、福岡の工 か も

卒業 の進路 愛知：自 車メーカー、製造業　製造系 ８割　+事務

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

一番早いのは、実 に行っ み も う→相手の会社の評価を可 化
 まに職業センター使う
プロフィールシートは送る
本人との信頼関    

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法

周辺情報
実践訓練を希望さ ない人にはち うところへという話はする
まだ準    っ ない方、安定  いない方な は移行 いいのかとなる 、B
に追い るの はな １週間ぐ いアセスメントをとっ か 判断する：Bと移行の
使い分 
外部機関：医者、 カポツな と連携することもある
自社の相談支援事業所と連携：よ  い   る

4  の他 回答

相談支援事業所 多忙 いっぱいいっぱい：この報酬 系 はむずか いとのこと
→お願い づ い。
定 支援： こう３年の実績 出すの 　増  いかない

表面 だ 見 いると  だ 障害のある大学生の利用相談 多 なっ いる

大学の方も就職支援に困っ いる→支援者さ い ば良い会社に就職  る

うちは ういう人を雇っ もいいと言っ いる企業を多 知っ いる  、某大学
と連携  進  いこうということになっ 

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫

 の他
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法人格 社会福祉法人

事業種 就労移行支援

障害種 身 障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日
移行  　B  　移行  　B  　 覚障害　 化　白杖訓練等は多い 、 度な音声PCを用
い 事業所は　他県か も

全 的な支援方針、法人の 徴

 覚障害+就労 ４０年以 前か 
健常者と同等に仕事  るように
１人１人の状況に合わ  対応：同  覚障害 も人によ  野も見 方もち う
年齢も幅 い：アセスメントを っか 実施  いる
移行：コース４つ・音声PC導入  いる
利用契約書類は口頭読み  、電子データ、媒  も準   いる

 徴的な取 組み
リモート：福岡、仙台、神奈川、埼玉、千葉　コロ ：緊急事態宣言出 か 
運営規程も変  

一般就労に   支援 方針、取 組み方
見 ないこと 不利益ないように
全盲の職員も７名いる

卒業 の進路 一般就労（職種：事務） 多い

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

す 合わ ：アセスメント 
進路、モチベーションの差はある：３か月モニタリング：再評価+フィードバック
評価シートある：標準の進み具合の指標
検定試験な も 用：顕著に出る　本人も自覚  る
こ ま 経験 ある人→正社員、月給、一流 ゃないとという方→本人の気持ちを
大事に　  いということを最大限尊 　本人に寄 添う

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法

 覚障害に対応  いる機関は多 ないの 顔 見 る
まだ身の回 のこと  ない人→自立訓練
B も知的に い人→他のBを紹介   
終了ま に次の進路を
相談支援：所在自治 によっ 温度差ある
モニタリング 電話だ のところもある
相談支援 就職先見つ      る 合もある

4  の他 回答

 の他  覚障害者は数 少ないの 、相談支援、 カポツ もわか ないこと 多い

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫
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〇 就労継続支援 A型事業所 

 

 

  

法人格 株式会社・有限会社・合同会社

事業種 就労継 Ａ型

障害種 発達障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日 ２０名/１９名　週５ る　精神障害、発達障害 主

平均的な利用 間  ～ ｈ/日

全 的な支援方針、法人の 徴

利用者さん 実施可能なこと かさ ない。
利用者さん   ないことは（事業所側 ）   埋   るという考 
既存の仕事は とん ない→新 い仕事ばか 
請負もある 、 ネタイズ  すい  自社 研究・開発 主力：コンテンツ事業 
主

 徴的な取 組み
IT事業に 化
例）メガネメーカーの集中力を測るメガネ：コラボ  YouTube あ  いる
利用者のうち 名ぐ い リモート勤務

一般就労に   支援 方針、取 組み方
前年度３名一般就労　対応  る技能：遠い目標は  ないようにする
働 方 多様化  いる

卒業 の進路 商社、不 産な 

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

自己分析+ 験  も う→お互いの情報量 少ないと ギャップは起こる
一緒にSWOT分析な もする。一緒に情報を集  本人と共有
会社全  利益 出 ばよい（１つ１つの事業・取 組みすべ  黒字 ゃな  良
い）
自律  問題解決   るようになっ も い い

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
  る限 カスタ イズ       るように  いる
（自分のところだ  ゃな ）就労事業所全  カバー   ばよいと思っ いる

4  の他 回答

 の他

１人１人にコスト かかるの １４～１５名  っ   
相談 制と  は     実  いるわ  はないと思っ   
利用者さん同士 教 あっ    いる
メタバースも取 組ん いる：自然言語モデル→プロンプトエンジニアリング   
るように

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫

法人格 NPO法人

事業種 就労継 Ａ型

障害種 知的障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日   名　登録 名　週 日

平均的な利用 間 ４名：AMのみ　３名： -  ：  

全 的な支援方針、法人の 徴
農福連携　加工製造、直売所 の販売　作業を切 出  
仕事というチャンネル   所 ある
適正にあっ  所に 置  る

一般就労に   支援 方針、取 組み方
事業所と  は積極的に一般就労を探  いるわ  はない：本人 見つ    
 す ば、ハローワーク同行 履歴書書 、面接練 な も  いる
卒業者はだい い一般就労にむすびつい はいる

卒業 の進路 精神：刑務所の事務

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法
ギャップを明 かに  い 　まずは っ みさ  フィードバック
相談支援と協議
日中  の事業所 踏み込 る領   こま かということは考 る

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
合わな  ば自然と離  い もの
人に合わ  工程を組み替 ることもある、一連の流 だっ ものを切 分 るこ
ともある

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫
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法人格 株式会社・有限会社・合同会社

事業種 就労継 Ａ型

障害種 精神障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日   名/  名　　毎日　　精神 割　知的・身 

平均的な利用 間  ｈ  ｍ

全 的な支援方針、法人の 徴
Aなの 、一般就労に   　出勤率 割を ープ  るようにという
意識
：利用者にも意識  も う　ずっとい もいい  、 の先を

 徴的な取 組み    いいと言っ も うのはいい 、一般就労に かっ   い

一般就労に   支援 方針、取 組み方
ハローワークにも ういう求人出  る
ハローワークに行 手前の話はする

卒業 の進路 今年 名ぐ い

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

相談支援、ハローワーク つい い ば連絡を取っ 、方  の確認+
第三者に入っ も う
出勤率 低い人：紙に打ち出  見 も っ （厳 い  、 実を受 
止  も う）

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
 とん の方 PC       る
 い ない方、座 仕事 つ  うな方
→無理にここにいつづ る  はない

4  の他 回答

 の他

箱詰 を単発
ハローワークとの連携多い：担当者 熱 ：面談 間を取っ   る　障
害者就労
函館：就労A 結構つぶ  いる。Aを   Bにするところもある

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の
工夫
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〇 就労継続支援 B型事業所 

法人格 社会福祉法人

事業種 就労継 Ｂ型

障害種 知的障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日

H ～入所→訪問寮 ひと 暮  　自 訓練　３年→村営住宅
GHの世話人の確保 むずか い
B  　生 介護３０　１１名B　３０
１２名毎日３６５日　交代制　　２万～　３．５万以 

平均的な利用 間  ｈ（冬）～ ｈ（夏）

全 的な支援方針、法人の 徴
 の人の生 の保障　生 を守る
障害  にあわ  　工夫を  いる
月給制：A～C：働  所、能力によ 差→年２回評価表 点数化  ランク決 

 徴的な取 組み
宿泊施設 のベッドメイク業務
元理事長 民間あ  、工   する目標

一般就労に   支援 方針、取 組み方
  に とん 仕事 ない：自分 ち 職 をつ ろうという考  仕事を増  
   

卒業 の進路 近隣自治 の役 庁舎の清掃（過去 人だ １本釣 だっ ）

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法
本人とよ 話す、家族交  話す：本人の意  大事
相談支援事業所にも入っ も うこともある

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
少ない 、希望 変わっ い 人もいる（途中 飽    ち う仕事  いな
 ）。ま なケースだ 他市の事業所に移る方もい 

4  の他 回答

 の他 近隣自治 の相談支援（元は同一法人だっ 事業所）を８割方の人 利用  いる

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫

法人格 株式会社・有限会社・合同会社

事業種 就労継 Ｂ型

障害種 精神障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日
２０名/２８名　毎日２０名　午前午  分  　精神  とん 　知的４
名
法人内の他Ｂ型 あ 、 ち は知的メイン

平均的な利用 間 ２～３ｈ：AMの人　１日  の人もいる　 -  ：  

全 的な支援方針、法人の 徴
利用者に合わ  　終了 間だ 合わ  、開始は人  ぞ 
利用者に寄  う
法人：事業所多い（GH、相談支援持っ る）、生 介護も今 開設  い

一般就労に   支援 方針、取 組み方

今のところ　１名ぐ い か定   いない
いっ と  も戻っ    まっ  する人多い
大 はうちにずっといる
他に行 所 な  うちに来る人 多い

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

ギャップある人多い
利用者さん同士 も比較 あっ  まうことも多い
→まずは っ み も う→失敗  も　本人 納 すること 大事
施設外就労に連  い ：連  い るタイミング 行っ  験  も
 う→挫折  帰っ    フィードバック  　ま 行 るといいね、
と声掛 

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法

持っ いるプログラム 多い（みかん収穫　便利屋　 告出  　 人宅
の草刈  な ）
法人内に営業担当いる：営業  い利用者さん（以前営業職だっ 人な
 ）
法人 持っ いる仕事の幅  い
 この事業所 もダメだっ 人  ることも

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫
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法人格 NPO法人

事業種 就労継 Ｂ型

障害種 発達障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日   名　主従　  名　２～３名卒業予定　年間４～５名

平均的な利用 間
MAX　 ：  ～  ：  　フルタイム４割　半日週３
午前午 １回ずつ報告

全 的な支援方針、法人の 徴

発達障害に 化：    ～　就労Bなかっ 　　大学を出 発達障害の人 生 に 
い：就職ない→PC っ も っ  　  作業所→  →就労B
 使う仕事：シュレッダー、納品手伝い、ピッ ング
PC１人１台：データ入力、印刷機：発送業務、帳合い、封筒、アンケート入力

 徴的な取 組み

発達障害に 化：１人１つの仕事な   る人：横の関わ 一切な ：仕事の明確化：
   社会 の支援（  る人には ない、  な人に  なことのみ）
相談＝検品のタイミング 実施
平均工 ４５０００円　 給５５０円 一番多い　ボー ス月
ADHD：集中  る 間を申告  も っ いる

一般就労に   支援 方針、取 組み方 目標

卒業 の進路

市（PC入力、発送）、都道府県（PCセットアップ、企業の社員に る、クリーニング）
 例子会社（事務系）にOBいる　 こに７人ずついる
 カポツ、市の就労支援課　 紹介    る→まずはスタッフ 行っ 、相手方を
見 判断（持ち出   っ る）→実 （面接は敷   い）  か 

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法

Bに来る人は就労  い人→は  は就労  いという言葉はまだ本  ゃない＝
誤学  だと思っ いる　（周 か 言わ るか 「就労  い」という人 多い）
まずは  支援計画も  に合わ る 、日々の仕事を見 いっ 中 出   
課題→フィードバック  　本人 納 するように
就労ということか 一歩引い 考  も う
担当者制→情報共有の工夫：日報（PC)を共有フォルダ 共有、毎日スタッフミー
ティング
月１回自法人のB型（就労の一段階踏み い人用に）と１日ずつ
書面+議題つ っ 意見交換会

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
結構外に出 い 機会 多い　医療同行もする　計画相談といっ ょに
日中は当事業所、生 は他事業所み いに役割分担

4  の他 回答

自法人GH　立ち  スタッフ  度のGH支援員だっ 
昔のGHの委員会　NPO法人つ っ 進  
 機能の人 困っ いるのを見 当事業所を設立
 験型のGHをつ っ →は  い 年 +６万ぐ いを目標

生の仕事 自己実 」 スローガン： 実の社会との接点によ 自己実 を   
 も う→ んな自分というもの 良いのか、本人     るように

教材 はな  実際の受注 つ る→ここにいる自分 いい、就職する自分 いい
な 、   も良い

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫

 の他
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法人格 株式会社・有限会社・合同会社

事業種 就労継 Ｂ型

障害種 精神障害

● 事業所  

1 回答

基礎情報 定員、登録者数、利用者/日   名　１９名　 ぼ全員　精神・知的・身 

全 的な支援方針、法人の 徴
本人に寄 添っ 　望む　自立に   
人生トータル

 徴的な取 組み   ぞ に合っ   方、生 方

一般就労に   支援 卒業 の進路
支援員に自社雇用  ケース ある
一般就労もある

2 本人の希望と事業所の見立 にギャップ ある 合の対応につい 回答

対応方法
プライドを気づ付 ないように　 実を   も う
実際 っ も う　：　 験  も う

3 本人の希望 既存の取組 対応  ない 合の取組につい 回答

対応方法
なるべ （自社 ）つ る
相談支援との連携を意識
 の人の将来を考   っ いる

4  の他 回答

    いる作業
PCの仕事
スポンジ　梱包
自 車メーカーのウレタン部品の加工

事業所の全 的な支援方針と 々の利用者に対する  ・対応の工夫
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⚫ ヒアリング調査まとめ 

【 徴的な取 組み・印象に残っ 発言等】 

〇 就労移行支援 

発言者 障害種  概   

利用者 A 精神障害  １日１時間からでもよいというところに惹か  。 

 １人に１人の担当スタッフ+キャリアコンサルタントの人にもサポート  も 

  。 

 合同面接会への参加 、面接技法、身だ なみ、履歴書の中身チェックな 、

様々なサポートあ 。面接練 は、就職   進むタイミングに合わ  スタ

ッフさんと相談 な  随 実施 

利用者 B 

 

知的障害   っ み いこともある 今の仕事を んば  い 

 他の仕事も見 み いと言っ み こと ある→見学さ  も っ ことも

ある 

 ひと 暮    い： 在実家→独立して暮らしたい 

利用者 C 身 障害  障害 あっ もみんな楽   っ いるんだなとわかっ  

 見 ないことを見 るふ  な  よいという気持ちになっ  

 は   こと （自分自身の）足元  っか する 

 親身になっ       る 、自分と  はもう一歩 んばるところだと

思っ い も、 こ 無理はしなくてもいいと言われてしまう 

利用者D 身 障害  相談支援は所在自治 によっ 温度差ある 

 モニタリング 電話だ のところもある  

 相談支援 就職先見つ      る 合もある 

支援者 A  事業所内で孤独にならないということが大事と考 、１人１人に細かい声掛

けを行うように  いる。 

 １人１人に合わ    支援計画を立  いる 

 （ギャップ あると は）まずご希望を聞いて、いっしょに動く、やってみよう

と言う。できなかったときに、また一緒に考える。 

 失敗をすること ご自身の 在 を把握すること   る。 

 失敗をいくらでもできるところが移行支援（の良さ）と考  いる 

支援者 B  就労移行で農業は ず  い→B と移行 ハウスごとに利用者の合う仕事

を    いる 

 卒 の進路：清掃、水産加工、介護、福祉：清掃、介護補助→農業 いい 、自

分  うな   ないとむずか  、安定  仕事というの 少ない  、

うちで体力をつけ、色々なところに就職できるように支援  いる 

支援者 C  施設外就労＝実践訓練を重視  いる 

 座学は少な  、ここ も工 2～3万はか  るように仕事を  する 

 実践訓練の中    る利用者の   情報を就労先に伝 る 

 まだ準    っ ない方、安定  いない方な は移行 いいのかとなる

 、すぐに B 型にということではなく１週間ぐらいアセスメントをとってから

判断する（B型と移行の使い分 ） 

 相談支援事業所が多忙でいっぱいいっぱい：この報酬 系 はむずか いと

のこと（お願い づ い。） 

支援者D  健常者と同等に仕事   るように支援  いる 

 １人１人の状況に合わせて対応：同 障害 も人によ ち う。年齢層も幅 

い  アセスメントをしっかり実施  いる 

 コースは４種類 、音声読み  PC等を導入  いる 

 （一般就労  も）障害があることで不利益でないように訓練 

 就労経験 ある人 正社員、月給、一流 ゃないとという方→本人の気持ち

を大事に、したいということを最大限尊重し本人に寄り添う 
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〇 就労継 支援 A型 

発言者 障害種  概   

利用者 A 発達障害  半年に一度のモニタリング以外の定期相談はない（随 相談  いる） 

  に余裕をもっ     も  る 

 自分は自主  少ないの 、言っ も  ると助かる 

利用者 B 

 

知的障害  最初はイヤだなと思っ  、働い いるうちに良 なっ  

 ストレスかか る   あっ  相談  る人 いる・信頼  る人 いる

（今の人 と もいい） 

 相談ごとは相談支援の人にする（モニタリング ） 

利用者 C 精神障害  一般就労はブランク あっ  既往歴 ある人は取っ も  ない 

 厳 いこと（出勤率悪いな ）を理由をもっ 怒っ   る 

 理不尽な怒られ方をしない、きちんと説明    る 

利用者D 精神障害  企業に面接な   は  い  、見学したとき作業の体験させてもらって

合うと思った。職場の雰囲気がよかった 

 ストレスがない。気軽に話 か   る 

 わか ないことをすぐに来    的確に指示を  る 

 他の利用者と関わりが少ない。あいさつ程度 かないの 、世間話 も  

 ばと思っ いる。事業所の方針があるのはわかるが、本当はそういう気持

ちがある（理解は  いる） 

支援者 A  一般就労に   出勤率 8 割を ープ  るように：利用者にも意識  も

 うように  いる 

 相談支援、ハローワーク つい い ば連絡を取っ 、方  の確認+第三

者に入っ も う 

 出勤率 低い人：紙に打ち出  本人にも見 も う（厳 い 、 実を受 

止  も う） 

 PC作業 主なの 、 い ない方、座 仕事 つ  うな方は無理にここに

   る  はないと考  いる 

 ハローワークとの連携多い：担当者 熱 ：面談 間を取っ   る 

支援者 B  利用者さん 実施可能なこと かさ ない。利用者さんができないことは

（事業所側が）環境で埋められるという考  いる 

 （ギャップ あると は）自己分析+体験してもらう→お互いの情報量 少な

いと ギャップは起こる。一緒に SWOT分析な もする 

 会社全  利益 出 ばよい（１つ１つの事業・取 組みすべ  黒字 ゃな

  良い） 

支援者 C  親亡き後の支援を うするか 

 積極的に一般就労を探  いるわ  はない：本人 見つ     す 

ば、ハローワーク同行 履歴書書 、面接練 な は  いる 

 ギャップを明 かに  い 。まずは っ みさ  フィードバック 

 日中活動の事業所が踏み込める領域がどこまでかということは考 る 
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〇 就労継 支援 B型 

発言者 障害種  概   

利用者 A 知的障害   に   いという仕事は言っ こと ない：レジ打ちは職員さんか 

 っ みないかと言わ  は    

 クレームを言っ  るお客さん 来 と に職員さん 対応     

（いつも ばにい 見    いる） 

利用者 B 

 

精神障害  前にラーメン屋 は  い い 、は  は ち  よかっ → を壊

  入院→今の仕事へ。今はこ ぐ い 良い 

 虐 経験な か 以前はいつか  返   ろうと思っ い →人に体

験を話すことで自分自身が変わった 

 児童養護施設を自分    い夢 ある：自分は施設の闇（施設内虐 ）

な  あっ →な   いか 自分 施設をつ   い 

 お の使い方を管理  も  る：１日の使用額、課 を  ような  

利用者 C 精神障害  （   い仕事）担当者会議のと に言っ      も  る 

 一流企業にい 。工賃が安いので A 型に行きたい 

 まだ入っ 半年なの 相談する人はいない 

 相談 づ い。常に逼迫  る状態 ピリピリ  いる 

支援者 A  まだ信頼関 の構 途中の方に対  は、距離 を近か ず遠か ずに

  いる 

 就業 間は利用者ごとにち う：終了 間だ 合わ  、開始は  ぞ

 に  る 

 ギャップある人は多い。まずは っ み も う→失敗  も本人が納

得することが大事 

 施設外就労に連  い るタイミング 行っ  験  も う→挫折 

 帰っ    フィードバック ま 行 るといいね、と声掛 する 

 法人内に営業担当 いる  法人で持っている仕事の幅が広い 

  この事業所 もダメだっ 人  ることも多い 

支援者 B  （ギャップ あると は） っ み むずか いと は、 の人の  る

ことを  も い、自信につな るように支援 

 相談支援のモニタリング の聞 取 （３か月に一度）に、こち  は聞 

ない情報を聞 取っ も う（事前に打合 することもある） 

支援者 C  ご本人 今の働き方が最も合っていると話してお 、事業所と  はこ

ういう形がまさに理想だと思っ いる 

 自分がありたい姿になることが目標になったらいい：就労  ない自分

に落ち込まな  いい：一般就労がゴールとは思っていない 

 発達障害に 化：  作業所→  →就労 B型へ変遷 

 平均工 ４５０００円： 給５５０円 一番多い：ボー ス有 

 ADHD の方には自分が集中できる時間を申告  も っ いる 

 は  は就労  いという言葉はまだ本  ゃない＝誤学  だと思っ

 いる （周 か 言わ るか 「就労  い」という人 多い） 

 まずは  支援計画も  に合わ る 、日々の仕事を見 いっ 中 

出   課題→フィードバック   本人 納 するように 

 就労ということか 一歩引い 考  も う 

 結構外に出 い 機会 多い 医療同行もする 計画相談といっ ょに 

 「生の仕事 自己実 」 スローガン：現実の社会との接点により自己実

現を体感してもらう→ んな自分というもの 良いのか、本人    

 るように 

支援者D  入っ 当初はおとな かっ 方→ニコニコ  い だ  発語も少なか

っ →いつの間にかと もよ 話すようになっ  

  の人の生 を守る：地域にほとんど仕事がない：自分たちで職場をつ

くろうという考えで仕事を増やしてきた→障害特性にあわせた工夫 

 月給制：A～Cランク：働  所、能力によ 差→年２回評価表 点数化 

 ランク決  



161 

 

   

〇 ヒアリング調査総括 

➢ 事業種   に差 あるということはな 、 に「本人の希望と事業所の見立 にギ

ャップ ある 合の対応」につい は、 

・ まず希望を聞 、いっ ょに   

・ ギャップを明 かに  い 。まずは っ みさ  フィードバックをする 

・   なかっ と は、 の人   る範囲のことを  も い、自信につな る

ように支援する 

・  と 失敗  と  も、 の結果 過程に本人 「納 」すること 大事 

といっ 、本人の希望 自己決定のプロセスを尊 ・    支援を、 の事業所も

行っ いること わかっ 。 

➢ 一方 、就労という日中  の事業所 踏み込 る（関わるべ ）領   こま か

ということに悩む声もあっ 。 

➢  の点、うま 相談支援事業所 ハローワーク、施設外就労先の企業な と連携 、

第三者の力を借  利用者の認識の修正 ギャップの解消を図るな 、多機関協働

を意識  行っ いるところ 多いという印象 あっ 。 
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4 分析・考察 

ここまで、各種アンケート調査並びにヒアリング調査を実施してきた。主要な結果を改めて

分析し、それらから見えてきたことを考察する。 

 

4.1 利用者の実態 

本研究事業では、就労系障害福祉サービスの利用者に関して、利用者本人が就労系

障害福祉サービス事業所に通うことで実現したいこと：「ウォンツ」に重きを置き、その

「ウォンツ」に対しどのような支援が行われており、それにより利用者の事業所に対する

「満足度」がどう変化するのかという点に着目して、調査・分析を進めてきた。 

ここからは、さらに深く分析・考察を進めるにあたり、まずは現在の事業所を選択した

経緯から整理する。 

 

⚫ 現在の事業所への利用経緯 

＜ｐ.46再掲＞ 

  

➢ 就労移行支援と就労継 支援 A型 「会社な （就職）」 ３割前 と多 、全  

も 24.5％ 最も多い。就労継 支援 A型・Ｂ型 は他のＡ型・Ｂ型か 移    

 という回答も比較的多い。 

➢ 次い 自宅という答  多い 、就労移行支援と就労継 支援 B型 は「  支

援学校」 １５％前 あっ 。 
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最も多い回答のあった、会社などの就職から障害福祉サービス事業所への移動につ

いて、事業種別ごとに年齢層でクロス分析を行った。 

  

➢ 就労移行支援 は 20才～59才ま に９割以  集中  いる 、20～29才とい

う就職１０年以内と思わ る回答 38名（35.8％）と最も多かっ 。 

➢ 就労継 支援 A型 は、５０才～５９才 31.1％ 最も多 、20～59才に 78.9％

の回答 集まっ 。 

➢ 就労継 支援 B型 は、40～59才に53.3％、 の かは６５才以  21.7%と

多かっ  

➢ ３事業とも、一般的には働 盛 と言わ る年代か の回答 多 、障害 あること 

何 かの理由によ  むを ず会社等を退職 、障害福祉サービス事業所へと移  

   という可能  伺 る 

項目 件数 割合
    才～  才 0 0.0%
    才～  才 2 1.9%
    才～  才 38 35.8%
    才～  才 26 24.5%
    才～  才 23 21.7%
    才～  才 15 14.2%
    才～  才 2 1.9%
    才以 0 0.0%
計 106 100.0%

項目 件数 割合
    才～  才 0 0.0%
    才～  才 1 0.5%
    才～  才 30 14.4%
    才～  才 34 16.3%
    才～  才 36 17.2%
    才～  才 65 31.1%
    才～  才 31 14.8%
    才以 12 5.7%
計 209 100.0%

項目 件数 割合
    才～  才 1 1.1%
    才～  才 0 0.0%
    才～  才 6 6.5%
    才～  才 7 7.6%
    才～  才 23 25.0%
    才～  才 26 28.3%
    才～  才 9 9.8%
    才以 20 21.7%
計 92 100.0%
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＜ｐ.49再掲＞ 

 

  

➢ ヒアリング等 も、まず何か所か見学・実 を行い、事業所の雰囲気を見  、 っ 

いる仕事を見    自分に合っ いるかを見 か 利用を決  というケース 

多かっ 。 

➢ 「ここ は    い」という積極的なベクトルとは に、仕事的に「 っ い  う

か」ということも判断基準の一つになっ いるとの声もあっ 。 
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＜ｐ.51再掲＞ 

 

 

 

  

➢ 利用開始当初の希望 は、各事業種 ごとの 徴 出 お 、就労移行支援 は就

職の  に  なこと、就労継 支援 A型 は一定程度の収入   い、 調を崩

さずは    いという回答 目立っ 。 

➢ 就労継 支援 B型 は、  所 生  いといっ 回答 多いのも 徴的だっ 。 
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4.2 事業所の考える「ニーズ」と利用者本人の「ウォンツ」 

次に、利用し始めてからの利用者の心の動きと、それらを受け止める事業所の対応

等について実態を考察していく。 

ここであらためて本書で使用している利用者の「ニーズ」と「ウォンツ」という文言につ

いての区分を以下に記載する。 

➢ 「ニーズ」 ： 個別支援計画の作成時等のタイミングで事業所が利用者本人から 

        聞き取った、利用者本人の希望を実現するために必要であると事業 

        所側が認識していること 

➢ 「ウォンツ」 ： 利用者本人が希望していること 

 

⚫ 利用者「ウォンツ」の変化 

＜ｐ.53再掲＞ 
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＜ｐ.114再掲＞ 

 

⚫ 事業所の考える「ニーズ」と利用者本人の「ウォンツ」のギャップ 

次に、事業所が本人にとって今必要だと考えること＝「ニーズ」と、利用者本人がしたい

こと＝「ウォンツ」のギャップが出ている場合の、利用者の満足度について整理する。 

＜ｐ.110再掲＞ 

➢ 利用者の 在のウォンツ は、就労継 支援 A型・B型 「 調を ずさないように

は    い」 工 ・  の項目よ も多 、 調と相談 な  就業  いる方

 多いという印象 あっ 。 

➢ 就労移行支援、就労継 支援 A型 は「一般就労を実 する」への変化 最も多 、

当初は「 調の安定」「就労ス ルの獲 」「工 （  ）を稼ぐ」という希望か 、  

  っ 「一般就労の実 」へという流  見  る。 

➢ 一方 、「  を稼ぐ」「一般就労の実 」という当初の希望か 「 調の安定」への変

化も多 、利用開始 に 調を崩すな   就業 不安定にな 、希望 変化  と

いう可能  推察さ る。 

➢ 就労継 支援 B型 は、当初の希望 は「  所・仲間をつ る」 突出  多い

 、 こか 「生  い」 「 調の安定」への変化 多 なっ いる。 
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➢ 最もギャップ 生  いるケースは、ニーズ 「 調を安定さ  は     の支

援」の 合 、利用者本人は「4.お （工 ・  ）をか ぎ い」 「6.会社な への

就職を ざ  は    い」と思っ い も、支援者側か 見ると、まだ就労準 

 な の面も含 、まずは 調を   か 次のステップへ、という見立 になっ 

いること あると推察さ る。 

➢ このことは、ヒアリング調査 も同様の事例 聞か  。利用開始か 日 浅 信頼

関 の構 途中ということ 、利用者側か も内 まだ疑 暗鬼の声 あっ  、

事業所と  は、家族の意 な も汲み取 な  慎 に関  を積み  、短期・

中長期 目標を段階的に設定  いるとのことだっ 。 

➢  記のケース は、本人よ も 偶者か 生 の  に早 再就職をという話 あ

る   、本人自身 思うだ  な 、周囲の影響か もこのようなギャップ 生 

ることもあること わかっ 。 

➢ 一方、ウォンツに対応する支援に対する満足度は、    低い結果は出 お ず、

事業所 考 るニーズは にあっ と  も、希望する支援につい は一定程度行

わ  いるものと推察さ る。 

➢ このことは、ヒアリング調査ｐ.153の事業所のように、多少利用者の力量等 足 

ない  に  ないこと あっ  合 も、  は事業者側の工夫・  設定 埋

 るという考  、ｐ.152の事業所のように、モニタリング の評価 フィードバッ

クの仕組みを  、最大限本人のウォンツを っか と確認・把握 、 々人の段階

に合っ 支援を   ようと  いる事業所 あるということか も  取ること

    。 
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こうした事業所の認識と本人の希望にギャップがある場合には、全体的に見て利用者満足

度が低くなる傾向がある（ｐ.123 参照）。利用者がその支援に対して納得し、自己決定するこ

とは非常に重要であり、その点で利用者の満足度というのはその納得感を測る重要な指標

となると考える。 

次の章では、満足度に関する各設問から、利用者の希望を最大限実現できるよう、どの程

度の頻度で相談を受け、支援の内容等の見直しを実施している事業所の利用者満足度が

高いかなど、どういった支援が実施されることにより利用者の満足度が向上するのか整理す

る。 

 

4.3 利用者が受けている支援と満足度の関係性 

⚫ 利用者の総合満足度とその要因について 

＜ｐ.93再掲＞ 

【利用者調査Q37：今かよっ いる事業所に  よかっ と思いますか？】 

 

事業別に利用者の総合満足度を確認すると、就労移行支援 87.7%、就労継続支援A型

86.9%、就労継続支援 B型 88.8%と、いずれも非常に高い満足度を示している。 

何故、このように高い満足度を示しているのか、個別の満足度を確認する。個別の満足度

は 5件法で調査しており、この加重平均点（最高 5点、最低 1点）を比較する。  
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【項目別満足度：加重平均点】 

 

  

➢ 就労移行支援 は、「Q26就職を目指す支援」 4.08ptと最も  、次い 

「Q29 調管理 人間関 調 」4.01ptとなっ いる。 

➢ 就労継 支援 A型 は、「Q14今の仕事 訓練」 3.77ptと最も  、次い 

「Q34  所」3.72pt、「Q29 調管理 人間関 調 」3.71ptとなっ いる。 

➢ 就労継 支援 B型 は「Q14今の仕事 訓練」 3.94ptと最も  、次い 

「Q29 調管理 人間関 調 」3.90pt「Q34  所」3.85pt、となっ いる。 

➢ 就労継 支援 A型及び B型は順位 少 異なるものの、 位 3つは同項目となっ

 いる。いず も「Q29 調管理 人間関 調 」 共    い項目となっ お

 、主 業務 ある就労継 支援 A・B型の「Q14今の仕事 訓練」、及び就労移行

支援の「Q26就職を目指す支援」に加  、安定   所  る  の副次的 素

も  な支援項目になっ いる様子 伺 る。 

全 
就労移行
支援

就労継 
支援A型

就労継 
支援B型

Q  仕事 訓練の満足度 3.87 3.92 3.77 3.94

Q  仕事の長さへの満足度 3.64 3.59 3.57 3.73

Q  給料・工 の満足度 3.37 3.26 3.39 3.39

Q  スタッフへの満足度 3.74 4.08 3.56 3.62

Q   調管理・人間関 の満足度 3.85 4.01 3.71 3.90

Q    所の満足度 3.80 3.88 3.72 3.85
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次に、前章で見たように「ウォンツ」に対する支援は一定程度行われていると仮定した場合

に、次は事業所への相談回数・頻度により利用者の満足度は変化するものか、整理する。 

 

 ＜ｐ.112再掲＞ 

 ＜ｐ.117再掲＞ 
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➢ 「相談の頻度」につい は３事業とも「月に１～３回」 最も件数 多い 、満足率

（1.+2.） 最も いわ  はな 、就労移行 は「３か月に１回ぐ い」、就労継 支

援 A型 は「毎週１回以 」、就労 B は「 とん 毎日」 、  ぞ 満足率 最も

 かっ 。 

➢ 「支援の見直 」に関  は、３事業とも「 まにある」 ６割前  最も多い 、満足

度 見ると満足率は「頻繁にある」 最も  、以下頻度に応  割合 下 っ い

 。（「全 ない」除 ）  に、就労移行 は「頻繫にある」 合の満足率 71.6％と、

よ 柔軟に支援 見直さ ることへの満足度  かっ 。 

➢ 就労移行支援におい 、相談の頻度による満足度の差     出 いない理由と

  は、面接練  ハローワーク同行な 、面談以外の 面 事業所スタッフと就職

に   対策等を っ  と話す機会 コミュニケーションを取る 面 多 、  

 柔軟な支援の見直  満足度の相対的な さにつな っ いる可能  あるも

のと推察する。（参考事例：ｐ.150～152） 

➢ ヒアリング調査 話を聞い 利用者満足度の い事業所 は、総  ニーズとウォン

ツのギャップ 生  いる 合には、本人か の表出を尊  つつも、アセスメント

 聞 取 か の見立 を踏ま 、利用者自身に のギャップを認識  も い、利

用者自身 「納  」を持っ 次のステップに進む、も  は課題に対する新 な支

援方法の 案・見直 等 さ  お 、このような丁寧かつ柔軟な支援方針の  

 を示唆  いるものと考 る。 
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⚫ 工賃（賃金）向上への希望に対する支援の状況 

最後に参考として、障害者が住み慣れた地域で自立して生活していくための重要なファク

ターである工賃・賃金に関して、各種調査から見えてきた事項について整理し、本章のまとめ

とする。 

＜ｐ.131～133再掲＞ 
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（参考資料） 

「グループホーム生 の  経費（例）」  全国手をつなぐ育成会連合会   資料 

  

➢  状の工 （  ）への満足度 は、就労継 支援 A型 満足度 （1.+2.）の割合

 ４割強となっ いる。3事業とも「  」の回答 最も多い 、就労継 支援 B型

 は不満（4.+5.）の割合 3割を超  いる。工 を稼ぎ い利用者に関  は、

就労継 支援 B型の工  は不満という結果はある程度想定  るもの はあ

る。 

➢ 希望工 （  ）と 状の工 （  ）との差 生  いる回答 は、障害年 2級

の受給者  に多 、 のうち 1～29,999円の範囲に２５.3％の回答 あっ 。

 に、就労継 支援 A型の年 2級という回答 最も多かっ 。 

➢ 就労継 支援 A型 は 行   50,000～100,000円の割合 8割を超 

 いる  、この層に 記の額を足  80,000～130,000円程度＋障害基礎

年 2級：7万円程度＝15～20万円/月程度の生 水準を希望  いる方 多い

と推計すること   る。 
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4.4 総括 

本研究事業では、就労系障害福祉サービス事業所における支援の実態を明

らかにするため、できる限り利用者本人の心の内や生の声を得ることができる

よう、様々なアプローチ方法で各種調査を実施してきた。 

こうしたアプローチの結果、悉皆調査による多数の回答や、様々な障害種別

の利用者及びその支援者に直接ヒアリングを行う機会を得ることなどができ、

本研究事業の目的に沿った一定の成果を得られたと考えている。 

最後に、全体を通じ本研究事業で得られた知見等をまとめ、今後の検討材

料について整理する。  
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5 成果の公表方法 

本報告書を、弊社ウェブサイト（https://insweb.jp/）で一般公開する。 

また、貴省ウェブサイトでも成果物一覧として公表するとともに、ご活用頂ける場面での

PDF配布に協力する。 
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